
一
五

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に

大
学
史
の
歴
史
資
料
と
し
て
は
初
め
て
、
総
合
図
書
館
保
存
「
東
京
帝
国
大

学
五
十
年
史
史
料
」
と
東
京
大
学
史
史
料
室
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
一
、〇
九
三

点
が
「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
と
し
て
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
二
月

二
七
日
に
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
の
議
決
を
得
て
、
国
指
定
重
要
文
化
財

と
な
っ
た
（
二
〇
一
三
年
六
月
一
九
日
付
官
報
（
号
外
第
一
二
八
号
）
文
部
科

学
省
告
示
第
一
一
五
号
）。「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
は
、
東
京
大
学
創
立
の

前
史
と
な
る
江
戸
時
代
末
期
か
ら
新
制
の
東
京
大
学
が
創
設
さ
れ
る
一
九
四
九

（
昭
和
二
四
）
年
ま
で
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
公
文
書
記
録
類

で
あ
る
。「
近
代
学
術
史
研
究
の
基
礎
文
献
」
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
『
東
京
大

学
百
年
史
』（
全
一
〇
巻
）
の
編
纂
で
は
最
も
活
用
さ
れ
た
本
部

1

事
務
局
庶
務

部
文
書
で
あ
る

2

。
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
発
足
し
た
文
部
省
が
所
蔵
し

て
い
た
文
書
類
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ

て
文
部
省
書
庫
が
焼
失
し
た
た
め
、
例
外
的
に
他
の
場
所
に
あ
っ
た
も
の
を
除

い
て
灰
燼
に
帰
し
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
に
は
戦
前
戦
中
の
記
録
を
も

と
に
し
た
占
領
軍
か
ら
の
厳
し
い
責
任
追
及
を
免
れ
る
た
め
に
多
く
の
文
書
が

焼
失
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
は
、
東
京
大
学
黎
明
期
か
ら
の
組

織
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
御
雇
外
国
人
や
海
外
留
学
生
に
関
す
る
資
料
を
含
み
、
近
代

日
本
の
大
学
草
創
期
の
教
育
と
研
究
、
学
術
受
容
を
解
明
す
る
上
で
も
学
術
的

価
値
の
高
い
資
料
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
重
文
指
定
に
つ
な
が
っ
た

3

。

一　

東
京
大
学
前
史
と
事
務
組
織
の
変
遷

東
京
大
学
は
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
四
月
一
二
日
に
創
設
さ
れ
た
。

そ
の
源
流
は
、
徳
川
幕
府
が
設
立
し
、
新
政
府
が
接
収
し
復
興
し
た
三
つ
の
機

関
に
さ
か
の
ぼ
る
。
江
戸
幕
府
の
学
問
所
で
あ
る
昌
平
黌
、
蕃
書
調
所
か
ら
洋

学
の
研
究
教
育
機
関
に
発
展
し
た
開
成
所
、
種
痘
所
を
幕
府
直
轄
と
し
た
西
洋

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

小　

川　

智
瑞
恵



一
六

医
学
所
（
後
に
医
学
所
と
改
称
）
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
機
関
は
、
明
治
維
新
後
に
は
新
政
府
に
接
収
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

昌
平
学
校
、
開
成
学
校
、
医
学
校
と
し
て
復
興
さ
れ
た
。
一
八
六
九
（
陰
暦
明

治
二
）
年
太
政
官
の
下
に
置
か
れ
た
時
代
は
、
昌
平
学
校
が
大
学
校
（
本
校
）、

開
成
学
校
と
医
学
校
は
分
局
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
八
七
〇
（
陰
暦

明
治
二
）
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
学
、
大
学
南
校
、
大
学
東
校
と
改
称
さ
れ
た
。 

「
学
校
」
と
は
こ
の
よ
う
な
教
育
機
関
を
含
ん
だ
学
務
を
総
括
す
る
行
政
機
関

を
意
味
し
大
学
校
時
代
も
継
承
さ
れ
た
。
文
部
省
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
は
、
学

校
・
大
学
校
・
大
学
の
行
政
部
門
が
教
育
お
よ
び
文
化
行
政
を
担
っ
た

4

。

大
学
は
一
八
七
一
（
陰
暦
明
治
四
）
年
に
廃
止
さ
れ
、
文
部
省
が
設
置
さ
れ

た
。
大
学
南
校
は
南
校
と
な
り
大
学
東
校
は
東
校
と
な
っ
た
。
両
学
校
は
一
時

文
部
省
に
よ
っ
て
閉
校
さ
れ
た
が
再
び
開
か
れ
た
。

南
校
は
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
か
ら
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
は
開
成

学
校
と
な
り
、
校
舎
を
神
田
錦
町
に
構
え
、
諸
芸
学
、
鉱
山
学
、
法
学
、
理
学
、

工
業
学
の
専
門
学
科
を
設
置
し
た
。
翌
年
、
東
京
開
成
学
校
と
な
る
。

東
校
は
大
学
東
校
時
代
か
ら
神
田
和
泉
町
に
校
舎
が
あ
り
、
第
一
大
学
区
医

学
校
か
ら
東
京
医
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。

一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
、
東
京
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
を
合
併
し
て
東

京
大
学
が
創
設
さ
れ
た
。
東
京
開
成
学
校
を
改
組
し
た
法
理
文
学
部
の
綜
理
に

加
藤
弘
之
、
東
京
医
学
校
を
改
組
し
た
医
学
部
の
綜
理
に
は
池
田
謙
斎
が
就
任

し
た
。
法
理
文
三
学
部
は
、
東
京
開
成
学
校
の
組
織
も
神
田
錦
町
の
キ
ャ
ン
パ

ス
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
、
一
方
、
東
京
医
学
校
は
神
田
和
泉
町
か
ら
本
郷

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
の
さ
な
か
に
あ
り
、
事
務
組
織
も
場
所
も
異
に
し
て
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
本
部
の
組
織
と
し
て
は
法
理
文
三
学
部
の
流
れ
が
今
日

に
及
ぶ
こ
と
に
な
る

5

。

事
務
組
織
に
関
し
て
は
、東
京
大
学
の
前
史
に
お
い
て
は
、南
校
が
一
八
七
一 

（
明
治
四
）
年
に
「
分
課
諸
局
章
程
」
を
作
成
し
文
部
省
の
許
可
を
得
た
、
と

い
う
の
が
今
日
確
認
し
う
る
最
も
古
い
事
務
分
掌
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、「
勤

惰
調
局
」
が
後
の
事
務
局
庶
務
部
お
よ
び
学
生
部
の
任
務
を
担
当
し
て
い
た

6

。

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
五
月
に
は
、
東
京
開
成
学
校
に
学
校
長
以
下
の
事

務
組
織
に
書
記
な
ど
が
設
け
ら
れ
た

7

。
東
京
大
学
と
し
て
合
併
さ
れ
た
後
の

一
八
七
七
年
九
月
に
は
、
職
制
お
よ
び
事
務
章
程
が
制
定
さ
れ
、
本
部
の
権
限

の
拡
大
が
は
か
ら
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
書
記
は
記
録
掛
に
名
称
が
変
更
さ
れ

る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
た

8

。

医
学
部
に
は
、
一
八
七
七
年
時
点
で
、
綜
理
の
も
と
、
会
計
事
務
、
監
事
局
、

庶
務
課
、
用
度
課
、
営
繕
掛
、
支
給
掛
、
書
器
掛
、
編
輯
掛
が
置
か
れ
て
い
た
。

医
学
部
は
改
組
前
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
を
完
了
し
、
一
八
七
九
（
明
治

一
二
）
年
に
開
業
式
を
挙
行
し
た
。

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
、
文
部
省
よ
り
、
法
理
文
三
学
部
と
医
学
部
そ

れ
ぞ
れ
に
東
京
大
学
法
学
部
理
学
部
文
学
部
職
制
及
事
務
章
程
、
東
京
大
学
医

学
部
職
制
及
事
務
章
程
が
達
せ
ら
れ
、
諸
管
理
職
の
職
務
権
限
の
内
容
が
法
的

に
明
確
に
さ
れ
た
。

そ
の
三
年
後
の
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
六
月
、
全
学
を
管
理
す
る
「
総

理
」
職
が
設
け
ら
れ
、
全
学
を
対
象
と
し
た
職
制
が
太
政
官
達
の
な
か
の
東
京

大
学
職
制
に
よ
っ
て
初
め
て
制
定
さ
れ
た
。
七
月
六
日
に
総
理
に
就
任
し
た
ば

か
り
の
加
藤
弘
之
は
七
月
一
七
日
に
は
書
記
分
課
規
定
を
制
定
し
事
務
機
構
を



一
七

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

一
元
化
す
る
。
法
理
文
の
三
学
部
の
記
録
掛
の
内
、
法
理
文
三
学
部
の
記
録
掛

と
医
学
部
の
庶
務
掛
を
庶
務
課
、
教
務
に
関
係
す
る
も
の
は
教
務
課
と
し
、
会

計
課
、
編
纂
課
、
図
書
課
、
理
学
部
博
物
課
、
器
械
課
、
寄
宿
課
の
八
課
を
設

置
し
た
。
た
だ
し
一
八
八
五
（
明
治
一
八
年
）
ま
で
は
、
法
理
文
の
三
学
部
と

医
学
部
と
は
キ
ャ
ン
パ
ス
が
離
れ
て
い
た
の
で
、
庶
務
、
会
計
、
図
書
、
器
械

の
四
課
は
、
従
前
の
ま
ま
、「
大
学
出
勤
」
と
「
医
学
部
出
勤
」
と
に
分
か
れ

て
執
務
し
た

9

。

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
法
学
部
と
文
学
部
が
本
郷
に
移
転
、
本
部

も
神
田
か
ら
本
郷
本
富
士
町
一
番
地
に
移
り

10

、
鉄
門
正
面
に
位
置
し
た
附

属
医
院
の
二
階
に
事
務
室
を
構
え
た

11

。
翌
年
に
は
理
学
部
が
本
郷
に
移
り
、

法
理
医
文
の
四
学
部
が
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
っ
た
。
司
法
省
明
法
寮
は

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
文
部
省
に
移
管
さ
れ
て
東
京
法
学
校
と
な
り

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
法
学
部
に
合
併
し
た
。

こ
の
よ
う
な
東
京
大
学
の
前
史
お
よ
び
創
立
期
か
ら
の
歴
史
を
知
る
上
で
欠

か
せ
な
い
の
が
、
草
創
期
以
来
、
授
受
、
作
成
、
編
綴
、
保
存
さ
れ
て
き
た
公

文
書
類
で
あ
る
。
東
京
大
学
の
事
務
組
織
の
変
遷
の
過
程
で
本
部
庶
務
課
と
し

て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
事
務
組
織
が
作
成
し
保
存
し
て
き
「
東
京
大
学
史
関
係

資
料
」
は
、
文
書
作
成
と
保
存
の
経
緯
を
伝
え
な
が
ら
「
東
京
帝
国
大
学
五
十

年
史
史
料
」
と
東
京
大
学
史
史
料
室
所
蔵
資
料
と
し
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。東

京
帝
国
大
学
五
十
年
史
の
編
纂
が
始
ま
る
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
頃
、

当
時
国
史
研
究
室
の
副
手
で
五
十
年
史
編
纂
嘱
託
で
あ
っ
た
大
久
保
利
謙
に
よ

る
と
、
大
学
本
部
に
あ
っ
た
の
は
当
座
の
書
類
の
み
で
公
文
書
類
は
キ
ャ
ン
パ

ス
に
分
散
し
て
い
た
。
そ
こ
で
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
探
し
た
と
こ

ろ
、
大
久
保
た
ち
は
、「
弥
生
町
門
並
の
内
側
の
倉
庫
か
ら
何
十
年
の
ほ
こ
り

を
か
ぶ
っ
た
「
文
部
省
往
復
」
な
ど
を
救
い
だ
し
、
医
学
部
の
古
記
録
は
、
薬

学
教
室
の
小
使
部
屋
の
物
置
の
柵
に
び
っ
し
り
つ
ん
で
あ
る
の
を
見
出
し
た
」12 

と
い
う
。

二　
「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
史
料
」

総
合
図
書
館
に
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
「
東
京
帝

国
大
学
五
十
年
史
史
料
」（
以
下
、「
五
十
年
史
史
料
」
と
記
す
）
は
東
京
帝
国

大
学
五
十
年
史
編
纂
に
用
い
ら
れ
た
後
、
編
纂
室
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
総

合
図
書
館
の
一
室
に
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和

三
〇
年
代
後
半
に
総
合
図
書
館
に
よ
っ
て
「
五
十
年
史
史
料
」
と
し
て
整
理
さ

れ
、「
五
十
年
史
料
」
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
た
。
簿
冊
に
は
そ
の
ほ
か
に
大
あ

る
い
は
小
の
「
東
京
帝
国
大
学
庶
務
課
」
ラ
ベ
ル
も
見
ら
れ
る
。
検
索
手
段
と

し
て
は
東
京
大
学
百
年
史
編
集
室
が
作
成
し
た
「『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』

目
録
」
が
あ
る
。

「
五
十
年
史
史
料
」
は
東
京
大
学
の
前
史
か
ら
創
設
期
に
至
る
重
要
な
公
文

書
類
と
年
史
編
纂
に
必
要
と
さ
れ
た
刊
行
物
な
ど
総
点
数
四
六
九
点
か
ら
成

る
。
今
回
重
要
文
化
財
指
定
と
な
っ
た
の
は
こ
の
内
、
公
文
書
類
の
三
一
七
点

で
あ
る
。

「
五
十
年
史
史
料
」
の
公
文
書
類
は
、
開
成
所
か
ら
開
成
学
校
―
東
京
開
成

学
校
―
東
京
大
学
法
理
文
学
部
系
統
と
、
医
学
所
か
ら
東
京
医
学
校
―
東
京
大

学
医
学
部
系
統
の
二
系
統
に
大
別
で
き
る

13

。両
系
統
の
簿
冊
と
も
四
ツ
目
綴
の



一
八

和
装
本
で
、
法
理
文
学
部
系
統
は
茶
色
の
表
紙
【
写
真
一
】、
医
学
部
系
統
は

う
す
茶
の
表
紙
と
な
っ
て
い
る
。
共
に
副
本
が
多
い
。
五
十
年
史
編
纂
後
、
医

学
部
に
返
還
さ
れ
た
医
学
部
系
統
の
文
書
類
の
正
本
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
終

戦
後
の
紙
不
足
の
な
か
で
紙
交
換
に
反
古
と
し
て
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め

14

、 

「
五
十
年
史
史
料
」
に
の
こ
さ
れ
た
副
本
は
貴
重
な
文
書
群
で
あ
る
。
ま
た
、

司
法
省
法
学
校
関
係
の
文
書
は
同
校
に
関
す
る
唯
一
の
第
一
級
史
料
と
言
わ
れ

て
い
る
。

御
雇
外
国
人
の
進
言

「
五
十
年
史
史
料
」
所
収
の
医
学
部
系
統
の
興
味
深
い
資
料
の
ひ
と
つ
に
、

ミ
ュ
ル
レ
ル
（M

uller, Benjam
in Carl Leopold  

一
八
二
二
～
一
八
九
三 

ミ
ュ
ラ
ー
と
も
い
う
）
と
ホ
フ
マ
ン
（H

offm
ann, T

heodor Eduard

一
八
三
七

～
一
八
九
四
）
の
連
名
に
よ
る
文
部
卿
兼
教
部
卿
に
宛
て
た
一
八
七
二
年
の
文

書
が
あ
る
。
明
治
政
府
は
ド
イ
ツ
医
学
を
導
入
す
る
と
決
め
教
師
を
招
い
た
り

留
学
生
を
派
遣
し
た
り
す
る
方
針
を
大
学
東
校
お
よ
び
東
校
時
代
に
定
め
た
。

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
が
招
聘
さ
れ
、
二
人
の 

建
議
に
よ
っ
て
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
医
学
教
育
に
本
腰
が
入
れ
ら
れ
た

15

。

『
願
伺
届　

明
治
五
年
一
月
ヨ
リ
十
二
月
迄
』【
写
真
二
】
の
最
後
の
丁
に
綴
じ

ら
れ
た
文
書
は
、
西
洋
の
文
明
や
文
化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
こ
の
時

代
に
、
ア
プ
シ
ン
酒
が
い
か
に
強
い
酒
か
を
述
べ
、
そ
の
よ
う
な
西
洋
の
酒
類

の
輸
入
を
禁
ず
る
よ
り
麦
酒
を
醸
造
し
日
本
人
民
の
身
体
に
適
応
し
、
害
が
な

い
も
の
を
振
興
す
る
よ
う
医
学
的
見
地
を
交
え
た
対
応
策
を
当
時
の
文
部
卿
兼

教
部
卿
大
木
喬
任
に
う
っ
た
え
た
も
の
で
あ
る
【
写
真
三
】。

写真一　�東京大学法理文学部系統
の『含要類纂　巻之拾六
諸達之部　明治三庚午年』
（副本）用箋は全て大学南
校（片面八行）東京大学
総合図書館「五十年史史
料」所蔵

写真二　�医学部系統の『願
伺届　明治五年一
月ヨリ十二月迄』
（副本）用箋は全
て東京大学（片面�
十三行）　東京大学�
総合図書館「五十
年史史料」所蔵

写真三　�『願伺届』所収のミュルレルとホフマン
の連名による文部卿兼教部卿大木喬任
宛て一八七二年文書



一
九

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

三　

大
学
史
史
料
室
所
蔵
資
料
に
編
綴
さ
れ
た
文
書

東
京
大
学
史
史
料
室
（
以
下
、「
史
料
室
」
と
記
す
）
が
所
蔵
す
る
本
部
庶

務
課
系
統
の
文
書
と
し
て
は
、「
五
十
年
史
史
料
」
の
な
か
の
東
京
大
学
法
理

文
学
部
系
統
の
正
本
と
な
る
簿
冊
を
は
じ
め
、
法
理
文
医
学
部
以
降
の
文
書
群

を
所
蔵
す
る

16

。
簿
冊
の
様
態
は
洋
装
本
や
板
目
紙
大
和
綴
が
多
い
。「
五
十
年

史
史
料
」
と
同
形
態
の
和
装
四
ツ
目
綴
の
も
の
も
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
洋
装
本

に
し
た
と
思
わ
れ
る
簿
冊
も
あ
る
。

『
大
学
南
校
官
籍
局　

御
払
下
書
籍
人
名
帳
』

史
料
室
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
東
京
大
学
の
前
史
を
あ
ら
わ
す
興
味
深
い
も
の

の
一
つ
に
『
大
学
南
校
官
籍
局　

御
払
下
書
籍
人
名
帳
』【
写
真
四
】
が
あ
る
。

和
装
四
ツ
目
綴
で
正
本
で
あ
る
こ
の
簿
冊
は
安
田
講
堂
六
階
書
庫
の
書
架
に

並
ん
で
い
た
時
か
ら
目
を
引
い
た
。
史
料
室
所
蔵
の
南
校
時
代
の
独
立
し
た
簿

冊
は
こ
れ
一
冊
だ
け
で
あ
る
。
内
表
紙
を
見
る
と
年
は
判
然
と
し
な
い
。
月
は

九
月
で
あ
る
。
高
野
彰
の
研
究
に
よ
る
と
、
官
籍
局
は
図
書
の
貸
出
の
み
な
ら

ず
教
科
書
を
授
業
に
合
わ
せ
て
貸
出
し
た
り
販
売
し
た
り
す
る
業
務
を
担
当
し

て
い
た
。「
払
下
」
と
は
、
書
籍
の
販
売
「
販
売
」
を
あ
ら
わ
す
。
大
学
南
校

時
代
に
こ
の
よ
う
な
図
書
業
務
を
お
こ
な
っ
た
の
は
明
治
三
年
五
月
以
降
は

官
籍
局
、
明
治
三
年
二
月
と
十
月
は
書
籍
局
で
あ
っ
た
と
い
う

17

。
と
な
る
と
、

本
簿
冊
は
明
治
三
年
九
月
以
降
の
文
書
を
お
さ
め
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
大

学
南
校
に
学
ん
だ
人
や
そ
こ
の
教
育
活
動
、
連
携
し
た
担
当
部
署
の
役
割
を
今

に
伝
え
る
一
冊
で
あ
る
。

文
書
管
理
の
足
跡

史
料
室
が
所
蔵
す
る
「
文
部
省
往
復
」
と
総
称
さ
れ
る
簿
冊
の
な
か
で
、
最

も
古
い
文
書
も
の
は
東
京
大
学
創
設
以
前
の
文
書
を
編
綴
し
た
『
文
部
省
及
諸

向
往
復　

附
校
内
雑
記　

明
治
四
年　

甲
』（
史
料
室
所
蔵
）【
写
真
五
】で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
簿
冊
が
四
つ
の
時
代
を
映
し
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
背
表
紙
タ
イ
ト
ル
は
金
文
字
で
『
文
部
省
及
諸
向
往
復　

附　

校
内
雑

記　

明
治
四
年　
（
甲
）』。
そ
の
下
に
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
て
、「
東
京
大
学

写真四　『大学南校官籍局　御払下書籍人
名帳』（正本）史料室所蔵

写真五　『文部省及諸
向往復　附
校内雑記　
明治四年　
甲』（正本）
史料室所蔵



二
〇

庶
務
部　

Ａ
１
」
と
あ
る
。
そ
の
下
方
に
タ
イ
ト
ル
と
同
じ
金
文
字
で
「
東
京

帝
国
大
学
」
と
あ
る
。
目
次
を
見
る
と
、
一
行
目
に
「
文
部
省
及
諸
向
往
復
附

校
内
雑
記　
　

明
治
四
年
ノ
分
貮
冊
ノ
中
甲
號
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
明
治

四
年
」
以
下
は
朱
書
き
で
あ
る
。『
諸
向
往
復
』
と
い
う
標
題
を
付
さ
れ
た
簿

冊
は
史
料
室
に
は
明
治
二
年
の
も
の
か
ら
あ
る
が
、
明
治
四
年
分
は
文
部
省
と

文
部
省
以
外
と
の
文
書
を
一
緒
に
編
綴
さ
れ
た
。
目
次
の
用
箋
は
す
べ
て
東
京

大
学
罫
紙
（
茶
、
片
面
一
三
行
）、
墨
書
き
で
一
八
丁
あ
る
。

つ
づ
く
文
書
に
編
綴
さ
れ
た
文
書
の
罫
紙
は
や
り
と
り
の
相
手
機
関
を
反
映

し
て
、
文
部
省
（
片
面
八
行
）、
大
学
南
校
（
片
面
八
行
）、
太
政
官
（
片
面
八

行
）、
大
学
東
校
（
片
面
八
行
）、
大
学
（
片
面
八
行
）、
南
校
（
片
面
八
行
）、

大
学
南
校
（
片
面
八
行
）
な
ど
が
見
ら
れ
、
文
部
省
、
大
学
南
校
な
ど
に
は
複

数
の
種
類
の
用
箋
が
見
ら
れ
る
。
全
部
で
六
一
四
丁
あ
る
。
丁
数
は
朱
書
き
で

あ
る
。
な
お
、
後
年
、
用
箋
の
行
数
な
ど
は
法
令
や
学
内
に
よ
る
規
定
に
従
っ

て
変
化
し
て
い
く
。

こ
こ
か
ら
、（
一
）
一
八
七
七
年
の
東
京
大
学
創
設
以
前
の
前
身
諸
機
関
の

文
書
に
対
し
て
、（
二
）
明
治
期
東
京
大
学
時
代
に
目
次
が
作
成
さ
れ
、（
三
）

一
八
九
七
年
以
後
、
東
京
帝
国
大
学
庶
務
課
時
代
に
洋
製
本
さ
れ
、
お
そ
ら
く

こ
の
時
代
に
は
別
の
簿
冊
か
ら
類
推
さ
れ
る
よ
う
に
「
五
十
年
史
史
料
」
と

同
様
の
「
東
京
帝
国
大
学
庶
務
課
」
の
ラ
ベ
ル
が
添
付
さ
れ
管
理
番
号
が
振

ら
れ
た
場
合
が
あ
る
。（
四
）
新
制
東
京
大
学
庶
務
部
時
代
に
引
き
継
が
れ
、

一
九
五
九
年
に
庶
務
課
が
庶
務
部
と
な
っ
て
か
ら
『
文
部
省
往
復
』
は
庶
務
部

文
書
中
の
「
Ａ
」
に
分
類
さ
れ
、「
東
京
大
学
庶
務
部　

Ａ
」
の
ラ
ベ
ル
が
添

付
さ
れ
管
理
番
号
が
付
さ
れ
た
、
と
い
う
四
つ
の
段
階
が
読
み
取
れ
る
。

目
次
の
部
立
て
は
、「
達
之
部
」「
准
允
之
部
」「
伺
之
部
」「
上
申
之
部
」「
届

之
部
」「
校
内
雑
記
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
各
部
ご
と
に
件
名
と

丁
数
が
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
。「
文
部
省
往
復
」
は
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）

年
ま
で
「
准
允
」
関
係
の
文
書
を
収
め
る
。
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
以
降

は
、『
文
部
大
臣
准
允
』
や
『
文
部
省
准
允
』
と
題
し
て
内
容
分
類
に
よ
る
標

題
が
付
さ
れ
て
独
立
し
て
編
綴
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
年
代
表
記
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
六
月
一
二
日
に
諸
公
文
署

名
式
が
改
正
さ
れ
、
諸
公
文
は
干
支
で
は
な
く
年
月
日
を
用
い
る
こ
と
と
な
っ

た
。『
文
部
省
往
復　

明
治
六
年　

甲
』
の
簿
冊
に
は
、
壬
申
（
明
治
五
年
）、

明
治
七
年
の
も
の
を
含
ま
れ
て
い
る
が
、
綴
じ
ら
れ
て
い
る
文
書
に
は
、
元
号

で
標
記
さ
れ
て
い
る
も
の
、
干
支
で
標
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
両
方
が
見
受
け

ら
れ
、
法
令
改
正
を
受
け
て
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

明
治
の
組
織
の
変
遷
や
文
書
の
形
成
、
記
録
管
理
や
文
書
行
政
を
映
し
出
す

近
代
史
料
の
一
つ
と
し
て
も
「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
は
貴
重
な
資
料
群
と

な
っ
て
い
る
。
東
京
大
学
に
お
け
る
文
書
管
理
規
定
の
変
遷
を
後
掲
「
東
京
大

学
に
お
け
る
文
書
管
理
規
定
の
調
査
」
に
ま
と
め
た
【
表
一　

東
京
大
学
に
お

け
る
文
書
管
理
規
定
の
調
査
】。
文
書
規
定
に
関
し
て
は
、『
文
部
省
往
復
』
に

文
部
省
の
「
文
書
管
理
関
係
規
定
が
収
綴
さ
れ
て
い
る
可
能
性
」
が
指
摘
さ
て

い
る

18

。
東
京
大
学
と
文
部
行
政
を
含
む
近
代
日
本
の
文
書
行
政
を
知
る
上
で

も
さ
ら
な
る
調
査
の
進
展
が
待
た
れ
る
。



二
一

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

四　

東
京
大
学
の
創
設
を
あ
ら
わ
す
文
書

東
京
大
学
創
設
に
か
か
わ
る
文
書
は
、
文
部
大
輔
田
中
不
二
麿
か
ら
東
京
開

成
学
校
と
東
京
医
学
校
に
宛
て
て
発
せ
ら
れ
た
。
東
京
開
成
学
校
宛
て
の
文
書

は
史
料
室
所
蔵
『
文
部
省
往
復　

明
治
十
年　

甲
』（
正
本
）【
写
真
六
】
に
、

東
京
医
学
校
宛
て
の
も
の
は
総
合
図
書
館
所
蔵
「
五
十
年
史
史
料
」
の
『
本
省

諸
学
校
来
翰　

明
治
十
年
一
月
ヨ
リ
十
二
月
マ
テ
』（
副
本
）【
写
真
七
】
に
編

綴
さ
れ
、
東
京
大
学
の
前
史
と
事
務
組
織
の
変
遷
、
資
料
保
存
の
経
緯
を
伝
え

て
い
る
。

「
文
部
省
往
復
」
に
お
け
る
副
本
調
査

史
料
室
所
蔵
の
「
文
部
省
往
復
」
や
「
学
内
往
復
」
な
ど
に
は
主
と
し
て
明

治
一
〇
年
代
の
正
本
を
筆
写
し
た
副
本
が
あ
る
【
写
真
八
】。
正
本
は
現
存
せ

ず
副
本
し
か
な
い
も
の
も
の
あ
る
。「
副
書
」
作
成
の
年
月
日
や
筆
写
し
た
人

の
名
字
と
思
わ
れ
る
も
の
が
記
さ
れ
た
半
紙
の
貼
付
が
み
ら
れ
る
簿
冊
も
あ

る
。「
文
部
省
往
復
」
に
関
し
て
み
て
み
る
と
、副
本
に
付
さ
れ
た
標
題
に
沿
っ

て
、
新
制
の
東
京
大
学
庶
務
部
の
ラ
ベ
ル
に
よ
る
Ａ
分
類
の
番
号
が
付
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
標
題
は
中
身
と
齟
齬
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
中
身
と
正
本
と
を
照

ら
し
合
わ
せ
て
タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
副
本
を
並
び
替
え
た
と
こ
ろ
、「
甲
」「
乙
」

「
丙
」
の
順
で
は
な
い
も
の
の
同
じ
く
簿
冊
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
東
京
帝
国
大

学
庶
務
課
に
よ
る
大
き
い
ラ
ベ
ル
に
記
さ
れ
た
整
理
番
号
に
沿
っ
た
並
び
順
と

な
っ
た
。【
表
二　

文
部
省
往
復
に
お
け
る
副
本
調
査
】。

写真七　�東京大学創立に伴い東京
医学校に達した文部省文
書（一八七七年四月）　『本
省諸学校来翰　明治十年
一月ヨリ十二月マテ』（副
本）七六丁　東京大学罫
紙（片面一三行）東京大
学総合図書館「五十年史
史料」所蔵

写真六　�東京大学創立に伴い東
京開成学校に達した文
部省文書（一八七七年
四月）『文部省往復　
明治十年　甲』（正本）
六一丁文部省罫紙（片
面一三行）史料室所蔵

写真八　�洋装本は正本、手前の板目紙四ツ目綴の
簿冊はその副本　史料室所蔵



二
二

五　

帝
国
大
学
時
代
の
文
書
取
扱
規
定

東
京
大
学
は
帝
国
大
学
令
の
公
布
に
よ
り
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
三
月

に
帝
国
大
学
と
な
る
。
こ
の
時
、
工
部
省
が
設
置
し
文
部
省
直
轄
と
な
っ
て
い

た
工
部
大
学
校
は
、
工
芸
学
部
と
合
併
し
て
帝
国
大
学
に
お
け
る
工
科
大
学
と

し
て
位
置
づ
い
た
。
内
務
省
が
設
置
し
農
商
務
省
が
管
轄
し
て
い
た
駒
場
農
学

校
と
東
京
山
林
学
校
は
合
併
し
て
東
京
農
林
学
校
と
な
り
、
一
八
九
〇
（
明
治

二
三
）
年
に
農
科
大
学
と
改
称
し
帝
国
大
学
の
所
属
と
な
っ
た
。

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
、
庶
務
課
は
改
組
さ
れ
書
記
官
室
が
設
け
ら
れ

る
。
そ
れ
か
ら
数
年
を
経
な
い
う
ち
に
全
学
の
長
の
名
を
も
っ
て
発
せ
ら
れ
る

達
は
大
学
と
し
て
決
定
し
た
規
則
や
支
持
を
組
織
内
に
行
き
渡
ら
せ
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
完
成
を
み
る

19

。

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
四
月
一
五
日
、
帝
国
大
学
文
書
取
扱
規
定
が
制

定
さ
れ
る
。
こ
の
文
書
は
、「
五
十
年
史
史
料
」
の
『
帝
国
大
学
第
四
年
報
』（
明

治
二
二
年
一
月
～
一
二
月
）、
学
規
の
部
の
四
月
一
五
日
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

原
義
は
史
料
室
所
蔵
『
検
印
録　

明
治
二
十
二
～
二
十
三
年
』
に
綴
じ
ら
れ
て

い
る

20

。「
帝
国
大
学
文
書
取
扱
規
定
」【
写
真
九
】
で
は
、
外
部
と
学
内
と
の

文
書
は
書
記
官
室
を
通
し
て
や
り
と
り
さ
れ
る
こ
と
、
起
案
文
書
の
外
部
に
発

送
す
る
ま
で
の
文
書
の
流
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
場
合
、
総
長
親
展
の
文
書

の
場
合
、
各
部
局
ま
た
は
各
職
員
の
文
書
の
場
合
、
総
長
親
展
／
各
部
局
ま
た

は
各
職
員
宛
て
の
至
急
の
場
合
に
つ
い
て
記
さ
れ
、
往
復
主
任
よ
り
の
文
書
、

各
部
局
と
書
記
官
室
、
各
部
局
の
文
書
と
往
復
主
任
・
往
復
主
任
か
ら
記
録
主

任
へ
と
い
う
文
書
の
流
れ
と
そ
れ
に
伴
う
手
続
き
が
示
さ
れ
る
。
最
終
的
に
処

分
完
結
し
た
文
書
は
記
録
主
任
が
類
別
彙
纂
し
て
簿
冊
と
し
、
書
記
官
が
保
管

し
、
他
日
の
参
照
の
便
に

供
す
る
旨
な
ど
記
さ
れ
て

い
る
。

本
部
は
一
八
九
四
（
明

治
二
七
）
年
、
元
外
国
人

教
師
館
一
棟
（
工
学
部
六

号
館
の
辺
り
）
を
事
務
室

と
し
た

21

。

六　

東
京
帝
国
大
学
時
代
の
文
書

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
が
創
設
さ
れ
た
の
に
伴
い
、

帝
国
大
学
は
東
京
帝
国
大
学
と
改
称
し
た
。

本
部
は
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
か
ら
旧
外
国
人
教
師
館
二
棟
に
あ
っ

た
が
、
そ
の
二
年
後
、
工
科
大
学
土
木
工
学
教
教
室
新
築
に
伴
い
東
側
の
元
外

国
人
教
師
館
二
棟
を
執
務
の
場
と
し
た
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
な
る

と
、
本
部
は
、
和
風
二
階
建
て
の
前
田
家
の
別
邸
を
移
築
し
山
上
会
議
所
と
呼

ば
れ
て
い
た
建
物
に
移
っ
た

22

。

一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
書
記
官
室
は
庶
務
課
に
戻
る
。
簿
冊
の
な
か

に
は
東
京
帝
国
大
学
庶
務
課
と
記
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
に
分
類
記
号
や
番
号
が
付
さ

れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
四
七
年
に
東
京
大
学
と

改
称
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
文
書
管
理
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
二
八（
昭
和
三
）年
に
庶
務
課
は
安
田
講
堂
一
、二
階
南
側
に
移
転
し
た
。

大
学
紛
争
の
折
に
は
ご
く
古
い
文
書
を
残
し
て
一
時
山
上
会
議
所
に
避
難
し
た

写真九　�帝国大学文書取扱規定
『帝国大学第四年報』
東京大学総合図書館
「五十年史史料」所蔵



二
三

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

が
、一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
、本
部
庁
舎
に
移
る
ま
で
は
安
田
講
堂
に
あ
っ

た
23

。
紛
争
時
、
安
田
講
堂
に
残
さ
れ
て
い
た
昭
和
初
期
か
ら
三
十
年
頃
ま
で

の
庶
務
部
文
書
は
失
わ
れ
た
が
、古
い
も
の
は
「
事
務
職
員
の
献
身
的
な
努
力
」

に
よ
り
保
存
書
庫
に
移
さ
れ
て
い
た
た
め
難
を
逃
れ
た

24

。

東
京
帝
国
大
学
時
代
の
文
書
も
多
岐
に
わ
た
る
。
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）

年
の
間
に
庶
務
課
に
お
け
る
往
復
書
類
の
件
数
調
べ
が
『
秘
書　

自
大
正
十
一

年
至
大
正
十
四
年
』（
正
本　

史
料
室
所
蔵
）
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る

25

。
本
簿
冊

の
最
後
の
丁
に
綴
ら
れ
た
「
大
正
十
年
（
自
一
月
至
十
二
月
）
一
箇
年
間　

東

京
帝
国
大
学
庶
務
課
往
復
書
類
件
数
調
」
を
見
る
と
、「
学
外
往
復
」
と
「
学

内
往
復
」
に
大
別
さ
れ
、「
学
外
」
は
「
一
、
文
部
省
」、「
二
、
諸
向
」
と
し

て
文
部
省
以
外
の
官
庁
、
諸
学
校
、
病
院
、
各
府
県
郡
市
町
村
役
場
等
、「
三
、

職
務
」
関
連
と
三
つ
に
分
類
す
る
。「
学
内
」
は
会
計
課
、
営
繕
課
、
農
学
部
、

伝
染
病
院
研
究
所
、
航
空
研
究
所
、
そ
れ
以
外
の
各
部
各
部
局
と
六
つ
に
分
け

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
編
綴
さ
れ
た
文
書
の
ほ
か
に
も
「
件
銘
簿
ニ
記
帳
セ
ス
シ
テ
処

理
セ
シ
書
類
少
カ
ラ
サ
ル
モ
一
々
計
上
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
記

帳
し
な
い
で
処
理
さ
れ
た
文
書
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

大
正
十
年
（
自
一
月
至
十
二
月
）
一
箇
年
間　

東
京
帝
国
大
学
庶
務
課
往
復
書

類
件
数
調

一
、 

学
外
往
復
件
数　

三
、一
七
〇
件　

内
訳

一
、
文
部
省
一
、五
二
六
件
（
右
ノ
内
進
退
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
四
二
九
件
、
庶

務
ニ
関
ス
ル
モ
ノ　

一
、〇
九
七
件
ナ
リ
）　

二
、
諸
向
（
文
部
省
以
外
ノ
官
庁
、
諸
学
校
、
病
院
、
各
府
県
郡
市
町
村
役

場
等
）
六
九
〇
件　

三
、
職
務
ニ
関
ス
ル
件　

九
五
四
件　
　

一
、
学
内
往
復
件
数　

六
、九
三
五
件　

内
訳　

一
、
会
計
課　

一
、三
四
〇
件　

二
、
営
繕
課　

一
、七
六
四
件　

三
、
農
学
部　

七
八
二
件　

四
、
伝
染
病
允
研
究
所　

八
六
件　

五
、
航
空
研
究
所　

一
〇
二
件　

六
、
前
期
以
外
ノ
各
学
部
各
部
局　

二
、八
六
二
件　

総
計
一
〇
、一
〇
五
件　

（
右
ノ
外
件
銘
簿
ニ
記
帳
セ
ス
シ
テ
処
理
セ
シ
書
類
少
カ
ラ
サ
ル
モ
一
々
計
上

ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
）26

足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題

大
学
と
研
究
、
社
会
問
題
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
文
書
も
注
目
さ
れ
る
。
日

本
で
最
初
の
公
害
事
件
と
し
て
有
名
な
足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題
に
関
し
て
は
、
帝

国
大
学
か
ら
東
京
帝
国
大
学
時
代
に
か
け
て
の
文
書
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題
は
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
の
渡
良
瀬
川
下
流
域
の



二
四

大
洪
水
に
よ
っ
て
社
会
問
題
と
し
て
顕
在
化
し
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年

に
栃
木
、
群
馬
両
県
の
依
頼
に
よ
り
帝
国
大
学
農
科
大
学
助
教
授
長
岡
宗
好
、

お
な
じ
く
古
在
由
直
が
実
地
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た

27

。
そ
れ
に
関

す
る
記
録
が
史
料
室
所
蔵
の
『
諸
官
庁
往
復　

明
治
二
十
四
年
』（
正
本
）
に

綴
じ
ら
れ
た
「
足
尾
銅
山
鉱
毒
の
件
に
関
す
る
照
会
」
に
み
る
こ
と
が
で
き
る

28

。
群
馬
県
新
田
郡
は
鉱
毒
の
分
析
を
医
科
大
学
教
授
丹
波
敬
三
に
依
頼
、
そ

れ
に
関
す
る
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
の
文
書
は
『
諸
学
校
郡
区
役
所
警
察

署
病
院
往
復　

自
明
治
二
十
五
年
至
明
治
二
十
六
年
』（
正
本 

史
料
室
所
蔵
）

に
綴
じ
ら
れ
て
い
る

29

。　

足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題
の
調
査
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
よ
り
あ
ら
た
な

段
階
を
迎
え
、
全
国
的
な
公
害
問
題
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
桂
太

郎
内
閣
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
鉱
毒
調
査
委
員
会
の
委
員
長
に
法
制
局
長
官
の

奥
田
義
人
が
就
任
し
、
東
京
帝
国
大
学
の
農
科
大
学
教
授
の
古
在
、
お
な
じ
く

本
多
静
六
な
ど
が
委
員
と
な
る
。『
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
関
係
資
料
』
の
編
者

の
一
人
、堀
口
修
に
よ
っ
て
古
在
の
徹
底
し
た
調
査
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
見
解
、

「
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
、
助
教
授
、
学
生
、
さ
ら
に
は
一
高
生
が
一
体
と
な
っ

て
命
の
危
険
も
か
え
り
み
ず
調
査
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
」30

と
評
さ
れ

た
調
査
に
関
わ
る
文
書
を
史
料
室
所
蔵
資
料
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
多

静
六
が
鉱
毒
委
員
と
し
て
栃
木
県
や
群
馬
県
に
出
張
す
る
折
に
大
学
院
学
生
の

万
年
信
吉
を
助
手
と
し
て
同
行
さ
せ
る
許
可
を
求
め
た
鉱
毒
調
査
委
員
長
奥
田

義
人
か
ら
東
京
帝
国
大
学
総
長
理
学
博
士
山
川
健
次
郎
宛
の
一
九
〇
二
（
明
治

三
五
）
年
四
月
一
四
日
付
け
文
書
（
内
閣
罫
紙　

片
面
一
〇
行
））31

や
、
鉱
毒

調
査
委
員
会
に
お
い
て
農
業
に
関
す
る
調
査
の
必
要
か
ら
試
験
の
助
手
と
し
て

嘱
託
し
、
併
せ
て
そ
の
材
料
収
集
の
た
め
栃
木
県
、
群
馬
県
、
茨
城
県
へ
の
出

張
の
許
可
を
求
め
た
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
六
月
一
六
日
付
、
鉱
毒
調
査

委
員
長
奥
田
義
人
か
ら
東
京
帝
国
大
学
総
長
理
学
博
士
山
川
健
次
郎
宛
て
文
書

（
内
閣
罫
紙　

片
面
一
〇
行
）【
写
真
一
〇
】
で
あ
る

32

。
後
者
に
は
、「
農
科
大

学
講
師　

鈴
木
重
禮
／
大
学
院
学
生　

高
橋
禎
造
／
木
元
長
太
郎
／
山
縣
宇
野

吉
／
八
鍬
儀
七
郎
／
片
山
外
美
雄
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
群
馬
県
庁
文

書
の
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
「
六
月
一
九
日
付
邑
楽
・
山
田
・
新
田
各
郡

長
宛
県
内
務
部
長
通
牒
」に
そ
の
名
が
含
ま
れ
て
い
る
が
確
認
で
き
る

33

。な
お
、

足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題
に
つ
い
て
は
、
史
料
室
で
は
古
在
由
直
史
料
に
も
資
料
が

あ
る
。
東
京

大
学
経
済
学

部
資
料
室
に

は
足
尾
銅
山

鉱
毒
問
題
コ

レ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
る
。

写真一〇　�一九〇二（明治三五）年六月一六日付、鉱毒調査委
員長奥田義人から東京帝国大学総長理学博士山川健
次郎宛て文書（内閣罫紙　片面一〇行）『官庁往復
　明治三十五年』（正本）二九八丁　史料室所蔵



二
五

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
来
日

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
が
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
初
め
て
来
日
に
し
た
時
、

長
与
又
郎
総
長
が
歓
迎
委
員
会
委
員
と
し
て
携
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
、ヘ
レ
ン
・

ケ
ラ
ー
女
史
歓
迎
委
員
会
委
員
長
よ
り
長
与
又
郎
総
長
宛
て
の
一
九
三
七
年
三

月
八
日
付
文
書

34

が
あ
る
【
写
真
一
一
】

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
を
歓
迎
す
る
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
委
員
に
は
駐
日

米
国
大
使
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｃ
・
グ
ル
ー
（Joseph Clark Grew

 

一
八
八
〇
～

一
九
六
五
）
や
教
育
者
、
日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
の
会
頭
や
会
員
、
実
行
委

員
に
は
日
本
聾
話
学
校
の
創
設
と
運
営
に
力
を
尽
く
し
た
ヘ
レ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
（H
elen Reichauer　

一
八
七
八
～
一
九
五
六
）
の
名
が
見
ら
れ
る
【
写

真
一
二
】。
一
九
三
七
年
四
月
一
八
日
に
は
東
京
会
館
に
お
い
て
「
ヘ
レ
ン
・

ケ
ラ
ー
女
史
歓
迎
晩
餐
会
」
が
開
か
れ
、
そ
の
要
項
も
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

晩
餐
会
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
グ
ル
ー
は
、
廣

部
泉
の
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
余
り
に
心
を
打
た
れ
て
準
備
し
た
草
稿

を
打
ち
捨
て
て
、
感
じ
た
ま
ま
を
演
説
す

る
ほ
ど
」
で
あ
り

35

、「
決
し
て
忘
れ
ま
い 

と
思
う
会
合
」
で
あ
っ
た
と
記
し
た

36

。

大
学
自
治

東
京
帝
国
大
学
の
大
学
自
治
を
め
ぐ
る 

案
件
に
関
し
て
は
、
六
帝
大
が
連
絡
委
員

会
を
設
け
て
文
部
省
と
折
衝
し
た
経
緯
を

収
め
た
『［
厳
秘
］
大
学
問
題
関
係
書
昭

和
十
三
年
自
八
月
至
十
一
月
』（
正
本　

 

史
料
室
所
蔵
）
が
あ
る
。
新
制
大
学
第
二

代
総
長
矢
内
原
忠
雄
は
、
一
九
五
二
年
の 

卒
業
式
で
こ
の
案
件
を
、
真
理
の
探
究
を

お
こ
な
う
学
問
的
精
神
に
必
要
な
自
由
と

平
和
の
砦
た
る
大
学
に
お
け
る
自
治
の
問

題
、
と
し
て
取
り
上
げ
た

37

。

写真一二　ヘレン・ケラーの歓迎委員会の名簿　同前簿冊 103 ～ 105 丁

写
真
一
一　

�

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
歓
迎
委
員
会
委
員
長
よ
り
長
与
又
郎
総
長
宛
て

一
九
三
七
年
三
月
八
日
付
文
書『
諸
向
学
内
関
係　

昭
和
十
二
年
』（
正
本
）

一
一
五
丁　

史
料
室
所
蔵
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戦
時
下
の
大
学
院
特
別
研
究
生
制
度

戦
時
下
の
文
書
に
は
、
東
京
大
学
に
お
け
る
大
学
院
特
別
研
究
生
制
度
（
文

部
省
令
第
七
四
号
、
一
九
四
三
年
九
月
二
九
日
発
令
、
同
年
一
〇
月
一
日
実
施
）

の
運
用
を
示
す
記
録
が
あ
る
。
特
研
生
制
度
は
、
在
学
徴
集
延
期
を
認
め
な
い

「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」（
勅
令
第
七
五
五
号
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
〇

日
）
に
わ
ず
か
に
先
立
っ
て
制
定
さ
れ
、
兵
役
免
除
、
入
学
金
お
よ
び
授
業
料

無
料
、
学
資
支
給
を
う
た
っ
た

38

。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
徴
兵
や
応
召
に
関

す
る
特
別
研
究
生
の
扱
い
に
は
陸
軍
省
が
影
響
力
を
も
っ
て
お
り
、
全
て
の
特

研
生
が
一
律
に
兵
役
を
免
除
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
が
こ
れ
ら
の
簿
冊

か
ら
わ
か
る
。
戦
後
は
、
研
究
事
項
を
「
平
時
ノ
研
究
事
項
」
に
変
更
し
、
日

本
育
英
会
制
度
に
移
行
、
一
九
五
〇
年
度
か
ら
は
大
学
院
研
究
奨
学
生
と
改
称

さ
れ
、
一
九
五
八
年
に
運
用
が
中
止
さ
れ
た
。

七　

新
制
東
京
大
学
創
設
ま
で
の
文
書

東
京
帝
国
大
学
は
一
九
四
七
年
一
〇
月
に
東
京
大
学
と
改
称
し
、
一
九
四
九

年
五
月
三
一
日
に
新
制
東
京
大
学
の
創
立
を
み
た
。

新
制
大
学
構
想
に
つ
い
て
は
、
新
大
学
制
実
施
準
備
委
員
会
、
教
養
学
部
設

立
委
員
会
、
東
京
大
学
設
置
認
可
申
請
に
関
す
る
簿
冊
が
あ
る
。
新
大
学
制
実

施
準
備
委
員
会
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
六
月
一
〇
日
、
東
京
帝
国
大

学
が
新
制
大
学
へ
の
移
行
に
伴
う
諸
問
題
全
般
を
審
議
調
査
す
る
目
的
で
南
原

総
長
に
よ
っ
て
発
足
し
た
機
関
で
あ
る
。

新
制
の
東
京
大
学
誕
生
に
至
る
道
筋
は
日
本
の
教
育
改
革
と
深
い
か
か
わ
り

が
あ
っ
た
。
第
一
次
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
が
一
九
四
六
年
三
月
に
来
日
す
る

の
に
先
立
ち
、そ
れ
に
協
力
す
る
目
的
で
日
本
側
教
育
家
委
員
会
が
発
足
し
た
。

委
員
長
に
は
一
九
四
五
年
一
一
月
に
東
京
帝
国
大
学
総
長
に
選
出
さ
れ
た
ば
か

り
の
南
原
繁
が
選
ば
れ
た
。
委
員
会
は
使
節
団
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
自
主

的
に
報
告
書
を
作
成
し
使
節
団
と
日
本
政
府
に
提
出
し
、
六
・
三
・
三
・
四
制
の

単
線
型
の
学
校
制
度
の
導
入
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
。

同
じ
頃
、
南
原
は
東
京
帝
国
大
学
教
育
制
度
研
究
委
員
会
（
一
九
四
六
年
三

月
～
四
月
末
）
を
提
案
し
組
織
し
た
。
委
員
長
に
は
日
本
側
委
員
会
委
員
に
お

い
て
学
制
問
題
主
査
を
務
め
六
・
三
・
三
・
四
制
の
報
告
書
を
ま
と
め
た
文
学
部

の
戸
田
貞
三
、
監
事
に
文
学
部
の
海
後
宗
臣
、
委
員
に
戦
前
「
矢
内
原
事
件
」

で
辞
職
し
戦
後
復
帰
し
た
経
済
学
部
の
矢
内
原
忠
雄
を
は
じ
め
各
学
部
か
ら
任

命
さ
れ
た
全
十
一
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

39

。

一
九
四
六
年
一
〇
月
、
日
本
側
教
育
委
員
会
を
継
承
し
て
教
育
刷
新
委
員
会

が
発
足
し
、
南
原
は
副
委
員
長
後
に
委
員
長
を
務
め
、
戸
田
貞
三
は
六
・
三
・
三
・

四
制
の
提
案
を
ま
と
め
た
。
教
育
刷
新
委
員
会
は
一
九
四
七
年
一
二
月
に
六
・

三
・
三
・
四
制
を
内
閣
総
理
大
臣
に
あ
て
て
提
出
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
一
九
四
七
年
一
〇
月
よ
り
東
京
帝
国
大
学
は
東
京
大
学
（
旧

制
）
と
改
称
し
、
新
し
い
教
育
制
度
に
再
編
成
す
る
作
業
を
継
続
し
た
。

ま
た
教
育
刷
新
委
員
会
が
建
議
し
た
教
育
基
本
法
は
、
そ
の
前
文
に
お
い

て
「
個
人
の
尊
厳
」
と
「
真
理
と
平
和
を
希
求
す
る
人
間
の
育
成
」
を
謳
い
、

一
九
四
七
年
三
月
に
学
校
教
育
法
と
と
も
に
公
布
さ
れ
た
。

連
合
国
軍
の
占
領
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
教
育
改
革
で
そ
の
骨
格
形
成
に
携

わ
っ
た
南
原
繁
は
新
制
東
京
大
学
発
足
を
主
導
す
る
。
南
原
は
一
九
四
七
年
六

月
、
新
大
学
制
度
実
施
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
委
員
長
に
就
任
し
た
。
新
大
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「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

学
制
度
実
施
準
備
委
員
会
で
は
教
養
学
部
創
設
や
学
部
・
研
究
所
な
ど
の
再
編

や
創
設
に
関
す
る
問
題
、
大
学
院
に
つ
い
て
の
問
題
な
ど
を
十
一
の
特
別
委
員

会
に
分
か
れ
て
審
議
し
た
。

新
大
学
制
実
施
準
備
委
員
会
と
平
行
す
る
形
で
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）

年
五
月
二
五
日
に
教
養
学
部
設
立
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。『
教
養
学
部
設
立

委
員
会
』（
正
本　

史
料
室
所
蔵
）
と
題
さ
れ
た
簿
冊
に
は
南
原
繁
総
長
の
「
新

制
大
学
創
設
に
つ
い
て
は
、
大
学
設
置
委
員
会
に
か
け
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

の
で
、
書
類
が
急
が
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
委
員
会
を
作
り
、
さ
し
づ
め
人
事

と
設
備
に
つ
い
て
審
議
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
記
さ
れ
た
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い

る
40

。
『
東
京
大
学
設
置
認
可
申
請
書 

昭
和
二
十
三
年
』（
正
本　

史
料
室
所
蔵
）

に
は
新
大
学
制
実
施
準
備
委
員
会
（
一
九
四
七
年
六
月
設
置
）
の
審
議
を
経
て
、

東
京
大
学
設
置
認
可
書
類
が
文
部
省
に
宛
て
て
提
出
さ
れ
た
と
い
う
文
書
が
綴

ら
れ
て
い
る
。「
第
一　

東
京
大
学
設
置
要
項
」
の
「
一
、目
的
及
使
命
」
に
は
、 

「
教
育
基
本
法
の
精
神
に
則
り
、
学
術
文
化
の
中
心
と
し
て
広
く
知
識
を
授
け

る
と
共
に
、
深
く
専
門
の
学
術
を
教
授
研
究
し
、
平
和
的
・
民
主
的
な
国
家
社

会
の
形
成
に
寄
与
す
る
に
在
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
言
は
教
育
基
本

法
制
定
に
関
わ
っ
た
南
原
繁
総
長
の
意
向
を
受
け
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る

41

。

大
学
設
置
委
員
会
は
一
九
四
九
年
三
月
一
五
日
に
新
制
東
京
大
学
設
置
を
承

認
、
五
月
に
新
制
東
京
大
学
の
創
設
を
み
た
。
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に

庶
務
課
は
庶
務
部
と
な
る
。

　

お
わ
り
に

「
五
十
年
史
史
料
」
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
総
合
図
書
館
の
書
庫
に
お
い

て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
総
合
図
書
館
の
「
貴
重
書
の
利
用
」
規
程
に
則
っ
て
閲

覧
可
能
で
あ
る
。「『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
料
』
目
録
」（
東
京
大
学
史
史

料
目
録
一
〇　

東
京
大
学
百
年
史
編
集
室　

一
九
八
三
年
）
が
あ
る
。

史
料
室
収
蔵
分
の
資
料
群
は
、
改
修
工
事
に
伴
い
安
田
講
堂
か
ら
同
じ
本
郷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
医
学
部
一
号
館
に
二
〇
一
二
年
一
〇
月
よ
り
史
料
室
と
と
も
に

移
転
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
収
蔵
庫
の
窓
ガ
ラ
ス
に
は
紫
外
線
カ
ッ
ト
フ
ィ
ル

ム
を
貼
り
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
下
げ
、
蛍
光
灯
も
安
田
講
堂
の
時
と
同
様
、
紫
外
線

カ
ッ
ト
の
も
の
を
備
え
た
。
東
京
大
学
史
史
料
室
利
用
規
則
に
則
り
、
資
料
の

状
態
に
応
じ
て
原
本
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
閲
覧
な
ど
が
可
能
で
あ

る
。「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
の
な
か
の
文
書
ゆ
え
の
情
報
も
少
な
く
な
い
。

所
蔵
資
料
適
切
に
保
存
し
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
や
検
索
シ
ス
テ
ム
を
整

え
て
い
く
こ
と
は
、
永
続
的
に
資
料
群
を
伝
え
、
国
際
的
に
も
広
く
活
用
さ
れ

る
た
め
の
課
題
で
あ
る
。

1 

東
京
大
学
に
お
け
る
「
本
部
」
と
は
、
総
長
室
、
事
務
局
、
学
生
部
、
附
属

図
書
館
の
総
称
で
あ
り
、
明
治
二
〇
年
頃
か
ら
起
こ
っ
た
概
念
で
あ
る
が
、
大

学
の
公
式
の
呼
称
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
本
部
は
神
田
錦
町
に

あ
っ
た
東
京
開
成
学
校
を
起
源
と
す
る
法
理
文
三
学
部
の
事
務
組
織
を
継
承
し

た
も
の
（
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史　

部
局
史
四
』

東
京
大
学
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
一
七
頁
）。
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2 
活
用
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
寺
﨑
昌
男
「
大
学
文
書
の
保
存
と
活
用
を

―
『
東
京
大
学
百
年
史
』
の
編
纂
体
験
に
寄
せ
て
」『
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
東
京
大

学
史
』東
京
大
学
出
版
会
、一
九
九
二
年
、一
九
八
～
二
一
三
頁
。
寺
﨑
昌
男「
東

大
史
料 

― 
こ
の
貴
重
文
書
に
つ
い
て
」『U

P : U
niversity press

』
第
一
九

巻
第
九
号
、
一
九
九
〇
年
九
月
、
二
六
～
三
〇
頁
。

3 

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」、
文
化
庁
文
化
財
部
監
修
『
月
刊　

文
化
財
』

五
九
七
号
、
第
一
法
規
株
式
会
社
、
平
成
二
五
年
六
月
、
四
三
～
四
四
頁
。

4 『
東
京
大
学
百
年
史　

通
史
一
』
一
九
八
四
年
、
一
二
五
～
一
二
八
頁
。

5 『
東
京
大
学
百
年
史　

部
局
史　

四
』
一
九
八
七
年
、
一
〇
二
七
頁
。

6 

同
前
書
、
一
〇
二
二
～
一
〇
二
五
頁
。

7 

同
前
書
、
一
〇
二
六
頁
。

8 

同
前
書
、
一
〇
二
七
頁
。

9 

前
掲
書
『
東
京
大
学
百
年
史　

通
史
一
』、
四
三
〇
～
四
三
二
頁
。『
東
京
大

学
百
年
史　

資
料
三
』
一
九
八
六
年
、
八
三
二
頁
。
前
掲
書
『
東
京
大
学
百
年

史　

部
局
史　

四
』、
一
〇
二
八
～
一
〇
三
〇
頁
。

10 

前
掲
書
『
東
京
大
学
百
年
史　

資
料
三
』、
八
三
九
頁
。

11 

前
掲
書
『
東
京
大
学
百
年
史　

部
局
編　

四
』
一
〇
三
〇
頁
。

12 

大
久
保
利
謙
「『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
の
編
纂
に
関
す
る
想
い
で
」『
学

内
広
報
』
一
九
七
五
年
一
〇
月
二
〇
日
、
第
三
〇
〇
号
、
八
～
九
頁
。
五
十
年

史
編
纂
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
利
謙
譲
「『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
の
編

纂
に
つ
い
て
」『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
一
号
、
一
九
七
八
年
二
月
、
東
京
大

学
百
年
史
編
集
室
、
一
二
一
～
一
三
一
頁
。

13 「
五
十
年
史
史
料
」に
つ
い
て
は
、小
熊
伸
一「『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
料
』

目
録
に
つ
い
て
」
一
九
八
三
年
六
月
、『
東
京
大
学
史
史
料
目
録
一
〇　
『
東
京

帝
国
大
学
五
十
年
史
料
』目
録
』東
京
大
学
百
年
史
編
集
室
、一
九
八
三
年
七
月
。

14 

小
川
千
代
子
「
Ｓ
Ａ
Ａ
と
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
つ
い
て
」、
東
京
大
学
百

年
室
編
集
室
『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
四
号
、
一
九
八
三
年
七
月
、
二
四
～

二
五
頁
。

15 

『
東
京
大
学
百
年
史　

通
史
一
』
二
一
七
頁
。
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
日
本
滞
在
中

の
こ
と
を
『
東
京
―
医
学
』（
訳
者
：
石
橋
長
英
・
小
川
鼎
三
・
今
井
正
、
日

本
国
際
医
学
協
会
、
一
九
七
五
年
）
に
記
し
て
い
る
。
学
内
の
銅
像
に
つ
い
て

は
『
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
銅
像
除
幕
式
』（
日
本
国
際
医
学
協
会
）
が

あ
る
。

16 

指
定
さ
れ
た
主
な
文
書
群
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
重
要
文
化
財
指
定
『
東

京
大
学
史
関
係
資
料
』」『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
一
号
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
三
〇
日
、
四
～
五
頁
。
現
在
、
大
学
史
史
料
室
が
保
管
し

て
い
る
「
庶
務
部
資
料
」
は
、
一
九
七
六
年
当
時
は
総
合
図
書
館
保
存
書
庫
に

あ
り
、
一
九
八
五
年
頃
に
は
東
京
大
学
百
年
史
編
集
室
に
移
管
さ
れ
て
い
た
も

の
、
当
時
は
現
用
文
書
で
あ
っ
た
も
の
の
一
部
、
安
田
講
堂
脇
の
倉
庫
（
現
在

は
ロ
ー
ソ
ン
と
な
っ
て
い
る
）に
あ
っ
た
も
の
で
移
管
さ
れ
た
も
の
か
ら
成
る
。

東
京
大
学
の
本
部
庶
務
部
文
書
は
、「
五
十
年
史
史
料
」
と
史
料
室
所
蔵
資
料
、

一
九
七
六
年
段
階
で
は
現
用
文
書
で
あ
っ
た
も
の
で
史
料
室
に
移
管
さ
れ
て
い

な
い
も
の
、
お
よ
び
、
一
九
五
八
年
ま
で
は
文
書
掛
が
一
括
し
て
整
理
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
東
京
大
学
文
書
処
理
規
程
が
な
い
時
期
に
各
諸
管
が
保
存
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
文
書
が
あ
る
と
い
う
（「
第
一
回
百
年
史
編
集
室
研
究

会　

要
旨
」
一
九
七
六
年
五
月
一
七
日
（
月
）　

於
：
安
田
講
堂
五
階　

百
年



二
九

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

史
編
集
室
、『
東
京
大
学
百
年
史
編
集
室
所
蔵　

東
京
大
学
事
務
局
資
料
目
録
』

（
コ
ク
ヨ
Ｂ
五
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
（
水
色
））
の
後
半
以
降
に
編
綴
）。
こ
れ

ら
保
存
書
庫
お
よ
び
現
用
文
書
に
関
す
る
一
九
七
六
年
五
月
段
階
の
調
査
は
、

百
年
史
編
集
室
の
酒
井
豊
専
任
室
員
（
当
時
）、
加
藤
瑛
子
室
員
（
当
時
）
に

よ
っ
て
な
さ
れ
、『
東
京
大
学
事
務
局
庶
務
部
資
料
目
録
』（
一
九
八
五
年
一
一

月
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

17 

高
野
彰
『
明
治
初
期
東
京
大
学
法
理
文
学
部
図
書
館
史
』
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
〇
四
年
、
五
～
一
一
頁
。

18 

下
重
直
樹
「
解
説
三　

内
政
・
経
済
関
係
庁
に
お
け
る
公
文
書
管
理
」、
中

野
目
徹
・
熊
野
史
雄
編
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集　

中
央
行
政
機

関
編
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
一
二
〇
七
頁
。

19 「
達
」
に
つ
い
て
は
、所
澤
潤
「
東
大
の
記
録
管
理
（
二
）
達
（
た
っ
し
）」『
東

京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
第
六
号
（
一
九
九
一
年
三
月
三
〇
日
、
四
～
五

頁
）
～
同
「
東
大
の
記
録
管
理
（
一
一
）
達
」『
同
前
』
第
一
七
号
（
一
九
九
六

年
一
一
月
三
〇
日
、
一
～
三
頁
）。
所
澤
潤
「
解
説　

文
書
の
流
れ
と
東
京
大

学
年
報
―
付
・
手
稿
本
取
扱
い
情
報
一
覧
」『
東
京
大
学
年
報
』
所
収
に
詳
し
い
。

20 

所
澤
潤
「
東
大
の
記
録
管
理
（
一
）　

明
治
二
二
年
の
帝
国
大
学
文
書
取
扱

規
定
」『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
号
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月

一
二
日
、
二
～
三
頁
。

21 

前
掲
書
『
東
京
大
学
百
年
史　

部
局
編　

四
』、
一
〇
三
五
頁
。

22 

同
前
書
、
一
〇
三
八
～
一
〇
三
九
頁
。
山
上
会
議
所
の
跡
地
に
は
、
現
在
、

山
上
会
館
が
建
っ
て
い
る
。

23 

同
前
書
、
一
〇
八
四
～
一
〇
八
六
頁
。

24 

前
掲
寺
﨑
「
東
大
史
料 

― 

こ
の
貴
重
文
書
に
つ
い
て
」
二
八
頁
。

25 

「
秘
書
」
に
つ
い
て
は
、
中
野
実
「
沿
革
史
料
紹
介
―
『
秘
書
』
―
」『
東
京

大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』第
二
二
号
、一
九
九
九
年
三
月
三
一
日
、四
～
五
頁
。

26 

『
秘
書　

自
大
正
十
一
年
至
大
正
十
四
年
』（
正
本　

史
料
室
所
蔵
）
の
一
番

後
ろ
の
丁
に
綴
じ
ら
れ
た
文
書
。
適
宜
筆
者
が
改
行
し
た
。

27 

高
木
潔
「
第
一
章　

公
害
被
害
の
顕
在
化　

第
一
節　

銅
と
日
本
資
本
主
義

　

三　

鉱
毒
問
題
の
生
起
」、
鹿
野
政
直
編
著
『
足
尾
鉱
毒
事
件
研
究
』
三
一

書
房
、
一
九
七
四
年
七
月
、
三
〇
～
四
〇
頁
。

28 

「
足
尾
銅
山
鉱
毒
の
件
に
関
す
る
照
会
」『
諸
官
庁
往
復　

明
治
二
十
四
年
』

（
正
本
）、
四
二
九
～
四
三
一
丁
、
史
料
室
所
蔵
。

29 

「
群
馬
県
新
田
郡
役
所
ヨ
リ
足
尾
銅
山
ヨ
リ
流
出
セ
シ
鉱
毒
分
析
方
ニ
付
丹

波
教
授
其
他
ノ
者
派
遣
ニ
係
ル
費
額
年
調
方
照
会
」『
諸
学
校
郡
区
役
所
警
察

署
病
院
往
復　

自
明
治
二
十
五
年
至
明
治
二
十
六
年
』（
正
本
）一
六
～
一
九
丁
、

史
料
室
所
蔵
。

30 

堀
口
修
「
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
と
科
学
者
古
在
由
直
博
士
」、
東
京
大
学

出
版
会
編
『U

P : U
niversity press

』
三
八
（
九
）、
二
〇
〇
九
年
九
月
、

四
八
～
五
五
頁
。

31 

「
鉱
毒
調
査
委
員
会
ヨ
リ
林
学
科
学
生
萬
年
信
吉
ニ
栃
木
外
一
県
下
へ
出
張

命
シ
度
旨
照
会
」『
官
庁
往
復　

明
治
三
十
五
年
』（
正
本
）
二
四
七
丁
、
史
料

室
所
蔵
。

32 

「
鉱
毒
調
査
委
員
会
ヨ
リ
林
学
科
学
生
萬
年
信
吉
ニ
栃
木
外
一
県
下
へ
出
張

命
シ
度
旨
照
会
」
同
前
簿
冊
、
二
四
五
～
二
五
一
丁
所
収
。「
鉱
毒
調
査
委
員

会
長
ヨ
リ
農
科
大
学
講
師
鈴
木
重
禮
外
五
人
農
業
ニ
関
ス
ル
調
査
嘱
託
並
出
張



三
〇

ノ
件
照
会
」
同
前
簿
冊
、
二
九
七
～
二
九
八
丁
。　

33 
同
前
、二
九
八
丁
。
群
馬
県
庁
文
書
第
五
分
冊
、一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年 

「
六
月
一
九
日
付
邑
楽
・
山
田
・
新
田
各
郡
長
宛
県
内
務
部
長
通
牒
」、「
鉱
毒

調
査
委
員
会
ヨ
リ
左
記
委
員
及
嘱
托
員
農
薬
物
ニ
関
ス
ル
各
種
試
験
ノ
為
本
県

下
ヘ
出
張
可
相
致
ニ
付
貴
衙
若
被
害
地
町
村
役
場
ニ
対
シ
調
査
材
料
等
要
求
有

之
候
ハ
ヽ
諸
事
便
利
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
且
町
村
役
場
ニ
於
テ
モ
同
様
ニ
取
扱
候
様
御

示
達
相
成
度
此
段
及
通
牒
候
也
〔
後
略
〕」
に
掲
げ
ら
れ
た
鉱
毒
調
査
委
員
の

坂
野
初
次
郎
や
古
在
由
直
を
は
じ
め
と
す
る
「
人
名
」
の
な
か
に
農
科
大
学
講

師
鈴
木
や
大
学
院
生
高
橋
た
ち
の
名
は
含
ま
れ
て
い
る
（
佐
藤
能
丸
「
第
三
章

内
閣
鉱
毒
調
査
委
員
会
と
“
鉱
毒
処
分
”　

第
二
節　

一
九
〇
二
年
の
被
害
の

様
態　

一　

鉱
毒
調
査
委
員
会
へ
の
期
待
」、
前
掲
鹿
野
編
著
『
足
尾
鉱
毒
事

件
研
究
』、
三
七
四
～
三
七
五
頁
）。

34 

「
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
観
迎
委
員
会
ニ
関
ス
ル
件
」『
諸
向
学
内
関
係　

昭

和
十
二
年
』（
正
本
）
一
一
五
丁
、
史
料
室
所
蔵
。

35 

廣
部
泉
『
グ
ル
ー
―
真
の
日
本
の
友
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
一
一
年
、

九
八
～
九
九
頁
。

36

「
日
本
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ア
を
迎
え
る
」（
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｃ
・
グ
ル
ー
（
石

川
欣
一
訳
）『
滞
日
十
年　

上
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
四
八
年
、
二
七
四
～

二
七
五
頁
）
と
題
し
て
記
し
て
い
る
。

37 

「
蛇
の
ご
と
く
さ
と
く　

―
一
九
五
二
年
三
月
二
十
八
日
卒
業
式
の
こ
と
ば

―
」『
大
学
に
つ
い
て
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
四
八
～
四
九
頁
。

38 

特
研
生
制
度
が
で
き
た
経
緯
に
つ
い
て
、
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
の
書
記
官
・

庶
務
課
長
で
あ
っ
た
石
井
勗
は
、
こ
の
制
度
に
つ
な
が
る
発
案
を
自
身
が
内
田

総
長
に
な
し
た
と
述
べ
る
。
こ
れ
を
内
田
祥
三
総
長
が
学
部
長
会
議
に
は
か
り

具
体
案
を
作
成
、
東
條
首
相
に
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
直
ち
に
同
を
得
、
制
度
の

成
立
を
み
た
と
い
う
（「
決
戦
下
の
東
大
と
東
條
首
相　

二　

美
し
い
思
い
出

―
特
別
研
究
生
制
度
の
創
設
」
一
七
〇
～
一
七
三
頁
、『
東
大
と
と
も
に
五
十

年
』（
一
九
七
八
年
、
原
書
房
）
所
収
）。
大
学
院
特
別
研
究
生
に
関
す
る
目

録
と
し
て
は
、
拙
稿
「『
大
学
院
特
別
研
究
生
関
係
』
資
料
目
録
（
一
九
四
三

～
一
九
四
五
年
度
』」『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
一
七
号
、
一
九
九
九
年
三
月
、

六
五
～
一
一
三
頁
が
あ
る
。

39 

寺
﨑
昌
男
（
編
纂
・
翻
刻
並
解
題
）「『
東
京
大
学　

教
育
制
度
研
究
委
員

会
記
録
』（
一
九
四
六
年
・
海
後
宗
蔵
）」『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
七
号
、

一
九
八
九
年
三
月
、
四
五
～
九
一
頁
。

40 『
東
京
大
学
百
年
史　

通
史
三
』
一
九
八
六
年
、
一
二
四
頁
。

41 

同
上
、
七
四
頁
。
戦
後
教
育
改
革
と
南
原
に
つ
い
て
は
、
山
口
周
三
『
資
料

で
読
み
解
く
南
原
繁
と
戦
後
教
育
改
革
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
九
年
一
月
、
前
掲

『
東
京
大
学
百
年
史　

通
史
三
』
を
参
照
し
た
。

（
お
が
わ　

ち
ず
え　

東
京
大
学
史
史
料
室
）



三
一

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

表
１

　
東

京
大

学
に

お
け

る
文

書
管

理
規

定
の

調
査

東
京

大
学

　
　

文
書

規
程

・「
本

部
」

庶
務

課
/

部
に

関
す

る
事

項
典

拠
文

部
省

に
お

け
る

公
文

書
管

理
と

そ
れ

に
関

す
る

制
度

等

1871
明

治
4

年
７

月
18

日
大

学
が

行
っ

て
い

た
教

育
行

政
機

は
文

部
省

に
移

行
さ

れ
る

1871
明

治
4

年
10

月
27

日

南
校

、「
分

課
諸

局
章

程
」

を
作

成
し

、
文

部
省

の
許

可
を

得
る

。
現

存
す

る
事

務
分

掌
の

最
初

の
も

の
。

勤
惰

調
局

が
後

の
事

務
局

庶
務

部
お

よ
び

学
生

部
の

任
務

を
担

当
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

　
四

』
1022

～
1025

頁
。

1871
明

治
4

年
12

月
文

部
省

職
務

定
例

職
員

章
程

及
事

務
章

程
文

部
省

制
定

（
法

規
、

16）

1872
明

治
5

年
11

月
8

日
記

録
課

程
事

務
改

正
文

部
省

記
録

課
伺

（
法

規
、

16）

1873
明

治
6

年
4

月
9

日
文

部
局

記
録

課
章

程
文

部
省

制
定

（
法

規
、

16）

1873
明

治
6

年
11

月
14

日
学

務
局

記
録

課
章

程
文

部
省

制
定

（
法

規
、

16）

1874
明

治
7

年
1

月
20

日
書

類
取

調
手

続
文

部
省

記
録

課
制

定
（

法
規

、
16）

1874
明

治
7

年
5

月

開
成

学
校

は
東

京
開

成
学

校
に

改
称

さ
れ

、
学

校
長

以
下

の
事

務
組

織
に

書
記

（
2

名
）

な
ど

設
け

ら
れ

る
。

医
学

校
は

東
京

医
学

校
に

改
称

。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

　
四

』
1026

頁
。

1874
明

治
7

年
9

月
19

日
従

前
記

録
課

取
扱

ノ
書

類
ヲ

各
局

課
ニ

於
テ

収
綴

セ
シ

ム
文

部
省

内
達

（
法

規
、

16）

1875
明

治
8

年
5

月
8

日
記

録
編

纂
取

扱
方

　
文

部
省

内
達

（
法

規
、

16）

1875
明

治
8

年
12

月
28

日
文

部
省

職
制

及
事

務
章

程
太

政
官

達
217

号

1877
明

治
10

年
4

月
12

日

東
京
大
学
創
立

。「
二

つ
の

専
門

教
育

機
関

の
緩

い
統

合
体

」
と

し
て

創
設

(法
理

文
学

部
綜

理
に

加
藤

弘
之

、
医

学
部

綜
理

に
池

田
謙

斎
）。

東
京

大
学

は
、

法
理

文
三

学
部

と
医

学
部

は
そ

れ
ぞ

れ
の

綜
理

の
下

、
各

事
務

機
構

を
有

す
る

。

東
京

開
成

学
校

法
理

文
三

学
部

（
神

田
錦

町
）

に
、東

京
医

学
校

は
医

学
部

（
本

郷
）

に
な

る
。

法
理

文
三

学
部

は
東

京
開

成
学

校
の

組
織

を
継

承
本

部
の

組
織

と
し

て
は

法
理

文
三

学
部

の
流

れ
が

今
日

に
及

ぶ
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
　

一
』

426
頁

。『
東

京
大

学
百

年
史

　
資

料
三

』
13

頁
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

　
四

』
1027

頁
。



三
二

表
１

　
東

京
大

学
に

お
け

る
文

書
管

理
規

定
の

調
査

東
京

大
学

　
　

文
書

規
程

・「
本

部
」

庶
務

課
/

部
に

関
す

る
事

項
典

拠
文

部
省

に
お

け
る

公
文

書
管

理
と

そ
れ

に
関

す
る

制
度

等

1877
明

治
10

年
9

月
23

日

本
部

の
権

限
を

拡
大

す
る

た
め

、
職

制
お

よ
び

事
務

章
程

が
制

定
さ

れ
る

。
書

記
は

記
録

掛
に

な
る

な
ど

名
称

変
更

等
が

実
施

さ
れ

た
。

法
理

文
三

学
部

に
は

、綜
理

の
も

と
、記

録
掛

、
用

度
掛

、
営

繕
掛

、
図

書
掛

、
器

械
掛

、
寄

宿
掛

が
置

か
れ

た
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

　
四

』、
1027

頁
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
資

料
三

』、
13

頁
。

医
学

部
に

は
、

綜
理

の
も

と
、

会
計

事
務

、
監

事
局

、
庶

務
課

、
用

度
課

、
営

繕
掛

、
支

給
掛

、
書

器
掛

、
編

輯
掛

が
設

置
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
資

料
三

』
13

頁
。

1878
明

治
11

年
5

月
15

日

文
部

省
達

に
よ

り
、

東
京

大
学

法
学

部
理

学
部

文
学

部
職

制
及

事
務

章
程

お
よ

び
東

京
大

学
医

学
部

職
制

及
事

務
章

程
の

二
つ

が
達

せ
ら

れ
、

諸
管

理
職

の
職

務
権

限
の

内
容

が
法

的
に

明
確

に
な

る
。

文
部

省
達

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
一

』
42

７
～

428
頁

。

法
理

三
学

部
の

事
務

機
構

　
記

録
・

用
度

（
明

治
13

年
に

調
度

掛
、会

計
掛

と
な

る
）、図

書
、

器
械

、
寄

宿
、

営
繕

の
６

掛

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
一

』
428

頁
。

医
学

部
の

事
務

機
構

　
営

繕
・

用
度

・
医

院
会

計
事

務
・

書
器

・
生

徒
・

理
学

器
械

・
化

学
器

械
・

博
物

館
器

械
の

８
掛

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
一

』
428

頁
。

1879
明

治
12

年
4

月
29

日
文

部
省

学
務

課
処

務
順

序
　

文
部

省
学

務
課

回
達

（
法

規
、

16）

1880
明

治
13

年
5

月
14

日
諮

詢
会

心
得

官
立

学
務

局
ほ

か
宛

文
部

省
達

（
法

規
、

16）
1881

年
、

統
一

的
管

理
体

制
の

成
立



三
三

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

表
１

　
東

京
大

学
に

お
け

る
文

書
管

理
規

定
の

調
査

東
京

大
学

　
　

文
書

規
程

・「
本

部
」

庶
務

課
/

部
に

関
す

る
事

項
典

拠
文

部
省

に
お

け
る

公
文

書
管

理
と

そ
れ

に
関

す
る

制
度

等

1881
明

治
14

年
6

月
15

日
文

部
省

所
轄

官
立

学
校

図
書

館
教

育
博

物
館

職
員

名
称

等
給

太
政

官
達

第
51

号

全
学

を
通

し
て

の
職

制
制

定
お

よ
び

全
学

の
統

一
的

「
総

理
」

職
お

よ
び

学
部

長
職

の
設

置
『

東
京

大
学

百
年

史
　

通
史

一
』

430
～

432
頁

。『
東

京
大

学
百

年
史

　
資

料
三

』
832

頁
。『

東
京

大
学

百
年

史
　

部
局

史
　

四
』

1028～
1030頁

。
こ

こ
で

は
7

月
16

日
と

な
っ

て
い

る
。

1881
明

治
14

年
7

月
17

日
書

記
分

課
規

定
総

理
達

事
務

機
構

は
一

元
化

さ
れ

る
。

加
藤

総
理

は
、

総
理

就
任

（
7

月
6

日
）、

書
記

分
課

規
定

を
達

し
、

7
月

17
日

に
書

記
分

課
規

定
を

制
定

、
教

務
課

（
従

前
三

学
部

記
録

掛
の

内
教

務
に

関
係

す
る

も
の

）・
庶

務
課

（
従

前
三

学
部

の
記

録
掛

と
医

学
部

の
庶

務
掛

）・
会

計
課

・
編

纂
課

・
図

書
課

・
理

学
部

博
物

課
・

器
械

課
・

寄
宿

課
の

８
課

を
お

く
。

た
だ

し
1885（

明
治

18
年

）
ま

で
は

、
医

学
部

と
他

の
三

学
部

と
は

キ
ャ

ン
パ

ス
が

離
れ

て
い

た
の

で
、

庶
務

、
会

計
、

図
書

、
器

械
の

４
課

は
、

従
前

の
ま

ま
、「

大
学

出
勤

」
と

「
医

学
部

出
勤

」
と

に
分

か
れ

て
執

務
し

た
。

1881
明

治
14

年
7

月
29

日
東

京
大

学
事

務
章

程
文

部
省

達
『

東
京

大
学

百
年

史
　

通
史

一
』

430
～

432
頁

。

1881
明

治
14

年
12

月
7

日
文

部
省

庶
務

局
事

務
取

扱
規

則
文

部
省

制
定

（
法

規
、

16）

1883
明

治
16

年
5

月
23

日
官

報
報

告
掛

庶
務

要
項

文
部

省
内

達
（

法
規

、
16）

1884
明

治
17

年
8

月
本

部
事

務
室

、
神

田
錦

町
よ

り
本

郷
に

移
転

。
9

月
7

日
に

法
文

理
の

移
転

完
了

。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

　
四

』1030頁
。『

東
京

大
学

百
年

史
　

資
料

三
』

839
頁

。

1884
明

治
17

年
6

月
27

日
報

告
局

庶
務

規
則

　
文

部
省

報
告

局
通

牒
（

法
規

、
16）

1885
明

治
18

年
2

月
12

日
文

部
省

事
務

規
程

通
則

文
部

省
上

申
　

1885
明

治
18

年
2

月
12

日
内

規
局

庶
務

規
則

　
文

部
省

制
定

（
法

規
、

16）
1885

明
治

18
年

6
月

30
日

会
計

局
文

書
編

纂
定

規
　

文
部

省
制

定
1885
か

明
治

18
年

か
　

学
務

二
局

記
録

事
務

取
扱

順
序

文
部

省
制

定
　



三
四

表
１

　
東

京
大

学
に

お
け

る
文

書
管

理
規

定
の

調
査

東
京

大
学

　
　

文
書

規
程

・「
本

部
」

庶
務

課
/

部
に

関
す

る
事

項
典

拠
文

部
省

に
お

け
る

公
文

書
管

理
と

そ
れ

に
関

す
る

制
度

等

1885
明

治
18

年
12

月
末

東
京

大
学

及
工

部
大

学
校

職
員

　
総

理
　

同
心

得
　

副
総

理
　

大
学

出
仕

　
副

校
長

　
幹

事
　

博
物

場
監

督
　

図
書

館
監

督
　

器
品

課
監

督
　

編
輯

所
監

督
　

化
学

品
取

扱
所

監
督

　
編

輯
方

　
書

記
　

属
　

御
用

掛
　

雇
員

　
嘱

託
員

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
一

』
806

～
807

頁
。

1886
明

治
19

年
3

月
2

日
帝
国
大
学
に
改
組

1886
明

治
19

年
庶
務
課
を
改
組
し
、
書
記
官
室
が
設
置
さ
れ
る

1886
明

治
19

年
12

月
末

帝
国

大
学

･･･
総

長
　

評
議

館
　

書
記

官
　

図
書

館
管

理
　

植
物

園
管

理
　

書
記

　
雇

員
　

／
　

法
医

工
文

科
大

学
･･･

学
長

　
教

頭
　

教
頭

心
得

　
教

授
　

助
教

授
　

講
師

　
舎

監
　

書
記

　
助

手
　

雇
員

　
外

国
教

師
　

／
　

医
院

･･･
第

一
医

院
長

心
得

　
第

二
医

院
長

　
事

務
主

任
　

書
記

　
助

手
　

雇
員

　
／

　
脚

気
病

院
･･･

審
査

委
員

長
心

得
　

同
委

員
　

同
補

助

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
一

』
806

～
807

頁
。

1886
明

治
19

年
6

月
1

日
参

事
官

会
議

規
程

文
部

省
制

定
（

法
規

、
16）　

1886
明

治
19

年
7

月
6

日
文

部
省

往
復

課
文

書
手

続
　

文
部

省
制

定
（

法
規

、
73）

1886
明

治
19

年
9

月
25

日
文

部
省

総
務

局
記

録
課

庶
務

細
則

文
部

省
内

達
（

法
規

、
16）　

1889
明

治
22

年
4

月
15

日
帝
国
大
学
文
書
取
扱
規
定
　
制
定

1890
明

治
23

年
11

月
7

日
帝

国
大

学
職

員
官

等
改

正
及

定
員

勅
令

270
書

記
官

　
奏

任
『

東
京

大
学

百
年

史
　

通
史

一
』

818
～

822
頁

。

1893
明

治
26

年
帝

国
大

学
官

制
井

上
毅

文
相

期
第

３
条

　
書

記
官

は
専

任
一

人
奏

任
と

す
総

長
の

命
を

承
け

庶
務

会
計

を
掌

理
す

　
　

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
一

』
824

頁
。

1897
明

治
30

年
東
京
帝
国
大
学
と
改
称

1897
明

治
30

年
6

月
18

日
東

京
帝

国
大

学
官

制
勅

令
第

210
号

第
1

条
　

東
京

帝
国

大
学

に
職

員
を

置
く

左
の

如
し

　
総

長
　

書
記

官
　

舎
監

　
書

記

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
二

』
8

頁
。

1902
明

治
45

年
書
記
官
室
は
、
庶
務
課
に
戻
る

1902
明

治
45

年
4

月
1

日
庶

務
課

、
営

繕
課

設
置

の
件

達
第

4
号

書
記

官
室

を
庶

務
課

に
改

め
る

。
庶

務
・

会
計

・
営

繕
の

３
課

が
そ

ろ
っ

た
が

、
掛

は
設

け
ら

れ
な

い
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

　
四

』
1042

頁
。



三
五

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

表
１

　
東

京
大

学
に

お
け

る
文

書
管

理
規

定
の

調
査

東
京

大
学

　
　

文
書

規
程

・「
本

部
」

庶
務

課
/

部
に

関
す

る
事

項
典

拠
文

部
省

に
お

け
る

公
文

書
管

理
と

そ
れ

に
関

す
る

制
度

等

1912
明

治
45

年
　

　
6

月
5

日
文

部
省

記
録

規
則

並
文

部
省

文
書

保
存

及
分

類
規

則

1925
大

正
14

年
　

　
10

月
15

日
文

部
省

文
書

処
理

規
定

文
部

大
臣

決
裁

1939
昭

和
14

年
　

　
7

月
8

日
文

部
省

文
書

処
理

規
定

細
則

省
議

決
定

1940
昭

和
15

年
　

　
4

月
17

日
文

部
省

総
動

員
機

密
取

扱
規

定
　

文
部

省
訓

令

1940
昭

和
15

年
　

4
月

17
日

文
部

省
機

密
文

書
取

扱
規

定
文

部
省

訓
令

1943
昭

和
18

年
　

　
　

12
月

1
日

各
局

課
連

絡
会

議
規

則
文

部
省

訓
令

1945
昭

和
20

年
6

月
16

日
帝

国
大

学
庶

務
規

程
制

定
文

部
省

訓
令

帝
国

大
学

に
事

務
局

と
学

生
部

を
置

く
。

事
務

局
に

は
、

庶
務

・
会

計
・

営
繕

の
３

課
を

置
く

。
こ

れ
ま

で
は

、
東

京
帝

国
大

学
に

は
、

事
務

組
織

と
し

て
、

庶
務

課
・

会
計

課
・

営
繕

課
・

学
生

課
の

４
課

が
置

か
れ

て
い

た
が

、
法

規
上

、
明

文
化

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
帝

国
大

学
庶

務
規

程
を

受
け

て
、

東
京

帝
国

大
学

は
、

事
務

局
に

書
記

室
お

よ
び

庶
務

・
会

計
・

営
繕

の
3

課
、

学
生

部
に

学
生

・
動

員
の

2
課

お
よ

び
学

生
診

療
所

を
置

く
と

さ
れ

た
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
三

』
172

～
174

頁
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
資

料
三

』
894

頁
。

1946
昭

和
21

年
4

月
1

日
帝

国
大

学
官

制
勅

令
205

東
京

帝
国

大
学

官
制

廃
止

。
書

記
官

・
事

務
官

・
書

記
が

文
部

事
務

官
に

統
一

。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
三

』
174

頁
。『

東
京

大
学

百
年

史
　

資
料

三
』

897
～

898
頁

。
1947

昭
和

22
年

9
月

30
日
東
京
帝
国
大
学
を
東
京
大
学
と
改
称

1949
昭

和
24

年
5

月
31

日
新
制
東
京
大
学
創
設

1949
昭

和
24

年
8

月
17

日
文

部
省

文
書

処
理

規
程

文
部

大
臣

裁
定

発
総

第
47

号

1950
昭

和
25

年
事

務
局

に
は

、
庶

務
・

会
計

・
営

繕
・

器
材

調
達

の
４

課
、

厚
生

部
に

２
課

が
置

か
れ

る
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
三

』
174

頁
1953

昭
和

28
年

6
月

30
日

文
部

省
内

部
部

局
文

書
処

理
規

程
文

部
省

訓
令



三
六

表
１

　
東

京
大

学
に

お
け

る
文

書
管

理
規

定
の

調
査

東
京

大
学

　
　

文
書

規
程

・「
本

部
」

庶
務

課
/

部
に

関
す

る
事

項
典

拠
文

部
省

に
お

け
る

公
文

書
管

理
と

そ
れ

に
関

す
る

制
度

等

1953
昭

和
28

年
10

月
事

務
局

は
４

課
、

４
０

掛
。

庶
務

課
は

学
務

掛
（

第
一

学
務

、
第

二
学

務
、

第
三

学
務

）

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
三

』
174

頁
。『

東
京

大
学

百
年

史
　

部
局

史
四

』
1075

頁
。

1954
昭

和
29

年
5

月
20

日
文

部
省

記
録

文
書

保
管

年
限

規
程

文
部

事
務

次
官

決
裁

1957
昭

和
32

年
5

月
22

日
新

制
の

学
位

事
務

は
庶

務
課

第
三

掛
で

扱
う

こ
と

に
な

る
。

旧
制

の
学

位
論

文
は

従
来

通
り

庶
務

課
文

書
掛

で
扱

う
こ

と
と

な
る

。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

四
』

1079
頁

。

1958
昭

和
33

年
昭

和
33

年
以

降
、

東
京

大
学

が
文

書
の

処
理

に
関

す
る

規
程

を
持

た
な

い
た

め
に

、
そ

れ
迄

は
文

書
掛

が
一

括
し

て
整

理
し

て
い

た
さ

ま
ざ

ま
な

書
類

が
、

す
べ

て
所

管
掛

の
手

に
最

終
的

な
処

理
が

ゆ
だ

ね
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

『
東

京
大

学
百

年
史

史
編

集
室

所
蔵

　
東

京
大

学
事

務
局

資
料

目
録

』
コ

ピ
ー

１
1959

昭
和

34
年

庶
務
課
は
、
庶
務
部
と
な
る

1959
昭

和
34

年
３

月
23

日
事

務
局

に
部

を
置

く
国

立
大

学
及

び
事

務
部

に
課

を
置

く
学

部
等

を
指

定
す

る
訓

令

文
部

省
訓

令
第

4
号

4
月

1
日

、
事

務
局

を
部

制
に

改
組

。
東

京
大

学
事

務
局

組
織

規
程

制
定

。
東

京
大

学
事

務
局

組
織

・
・

・
庶

務
部

（
庶

務
課

・
学

務
課

・
人

事
課

）
/

経
理

部
4

課
/

施
設

部
3

課

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
三

』
174、

513
～

515
頁

。

1960
昭

和
35

年
2

月
1

日
庶

務
部

庶
務

課
は

研
究

連
絡

掛
を

新
設

。
第

一
学

務
課

→
法

規
掛

。
第

二
学

務
課

→
学

務
掛

。
第

三
学

務
課

→
大

学
院

掛
に

改
称

。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

四
1075～

1077頁
。

1964
昭

和
39

年
4

月
1

日
庶

務
部

人
事

課
に

第
三

給
与

掛
を

新
設

。
『

東
京

大
学

百
年

史
　

部
局

史
四

』
1075～

1077頁
。

1965
昭

和
40

年
4

月
1

日

庶
務

部
は

庶
務

課
に

企
画

掛
を

新
設

。
庶

務
部

の
学

務
・

研
究

連
絡

・
大

学
院

の
各

掛
を

も
っ

て
学

務
課

を
新

設
。

こ
の

と
き

、
大

学
院

掛
は

、
第

一
大

学
院

と
第

二
大

学
院

の
２

つ
の

掛
に

改
め

た
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

四
』

1075～
1078頁

。

1968
昭

和
43

年
10

月
21

日
文

部
省

文
書

処
理

規
程

　
文

部
省

・
文

化
庁

訓
令

第
1

号

1970
昭

和
45

年
4

月
1

日
庶

務
部

人
事

課
の

調
査

掛
は

第
三

任
用

掛
に

名
称

を
改

め
る

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

四
』

1091
頁

。

1941
昭

和
46

年
7

月
1

日
庶

務
部

学
務

課
に

入
試

掛
を

新
設

。
『

東
京

大
学

百
年

史
　

部
局

史
四

』
1093

～
94

頁
。



三
七

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

表
１

　
東

京
大

学
に

お
け

る
文

書
管

理
規

定
の

調
査

東
京

大
学

　
　

文
書

規
程

・「
本

部
」

庶
務

課
/

部
に

関
す

る
事

項
典

拠
文

部
省

に
お

け
る

公
文

書
管

理
と

そ
れ

に
関

す
る

制
度

等

1942
昭

和
47

年
4

月
1

日

庶
務

部
庶

務
課

の
企

画
掛

と
広

報
室

を
合

わ
せ

て
、

庶
務

部
に

広
報

企
画

課
を

設
置

。
こ

れ
に

よ
り

、
大

学
改

革
等

の
資

料
を

収
集

し
、

保
存

し
て

総
長

室
等

の
要

求
に

応
ず

る
た

め
、

設
け

ら
れ

た
資

料
室

（
1969.7.15

設
置

）
は

、
資

料
委

員
会

と
改

め
た

。
9

月
に

は
、

広
報

委
員

会
の

業
務

の
一

部
を

広
報

企
画

課
広

報
掛

に
移

し
た

。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

四
』

1091
～

94
頁

。

1943
昭

和
48

年
4

月
1

日

庶
務

部
に

入
学

主
幹

が
置

か
れ

、
学

務
課

の
入

学
試

験
掛

を
入

学
主

幹
の

下
に

移
す

。
こ

れ
に

伴
い

、
庶

務
部

学
務

課
は

、
総

務
掛

を
新

設
し

、
研

究
連

絡
掛

を
研

究
助

成
掛

に
改

称
、

大
学

院
第

一
お

よ
び

大
学

院
第

二
の

２
つ

の
掛

を
大

学
院

掛
と

改
め

た
。

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

四
』

1094
頁

。

1977
昭

和
52

年
5

月
5

月
現

在
の

事
務

局
組

織
　

庶
務

部（
庶

務
課

・
広

報
企

画
課

・
学

務
課

・
人

事
課

・
入

学
主

幹
・

国
際

主
幹

）
/

経
理

部
4

課
/

施
設

部
4

課

『
東

京
大

学
百

年
史

　
通

史
三

』
515

頁
。

1980
昭

和
55

年
5

月
6

日
東
京
大
学
事
務
局
文
書
管
理
規
則

（
規

則
第

11
号

　
総

長
名

で
新

し
く

制
定

、
同

日
施

行
）

1980
昭

和
55

年
6

月
1

日
東
京
大
学
事
務
局
文
書
先
決
内
規

（
総

長
裁

定
、

以
後

数
回

改
正

）（
規

則
第

11
号

の
下

位
規

則
）

1982
昭

和
57

年
4

月
1

日
庶

務
部

国
際

主
幹

の
も

と
に

国
際

第
三

掛
を

設
け

た

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

四
』

1101
頁

。

1986
昭

和
61

年
4

月
1

日
庶

務
部

入
学

主
幹

を
入

試
課

に
改

め
る

『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

四
』

1101
頁

。

1988
昭

和
63

年
3

月
28

日
東
京
大
学
事
務
局
文
書
の
分
類
及
び
保
存
年
限
に
関
す
る
規
則

（
事

務
局

長
裁

定
）（

規
則

第
11

号
の

下
位

規
則

）
1988

昭
和

63
年

6
月

17
日
東
京
大
学
事
務
局
文
書
管
理
規
則
改
正

（
規

則
第

27
号

　
7

月
1

日
施

行
）

東
京

大
学

に
関

す
る

事
項

は
、

所
澤

潤
「

東
大

の
記

録
管

理
(1)　

明
治

22
年

の
帝

国
大

学
文

書
取

扱
規

程
」『

東
京

大
学

史
史

料
室

ニ
ュ

ー
ス

』
(第

5
号

、
1990

年
10

月
12

日
、

2
～

3
頁

）
お

よ
び

典
拠

文
献

を
基

に
作

成
。

文
部

省
に

お
け

る
公

文
書

管
理

と
そ

れ
に

関
す

る
制

度
等

に
つ

い
て

は
、

中
野

目
徹

編
著

『
近

代
日

本
公

文
書

管
理

制
度

史
料

集
　

中
央

行
政

機
関

編
』（

岩
田

書
院

、
2009

年
、

937
～

985
頁

）
に

拠
っ

た
。

東
京

大
学

に
お

け
る

「
本

部
」

と
は

、
総

長
室

、
事

務
局

、
学

生
部

、
附

属
図

書
館

の
総

称
で

あ
り

、
明

治
20

年
頃

か
ら

起
こ

っ
た

概
念

で
あ

る
が

、
大

学
の

公
式

の
呼

称
で

は
な

い
と

さ
れ

て
い

る
。

今
日

の
本

部
は

神
田

錦
町

に
あ

っ
た

東
京

開
成

学
校

を
起

源
と

す
る

法
理

文
三

学
部

の
事

務
組

織
を

継
承

し
た

も
の

（『
東

京
大

学
百

年
史

　
部

局
史

四
』

1987
年

、
1017

頁
）。



三
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表
２

　
文

部
省

往
復

に
お

け
る

副
本

調
査

表
題

新
制

大
学

東
京

大
学

庶
務

部
時

代
の

整
理

番
号

（
簿

冊
背

表
紙

ラ
ベ

ル
）

東
京

帝
国

大
学

庶
務

課
時

代
の

整
理

番
号

正
本

/
副

本
内

容
内

容
に

関
す

る
備

考
標

記
上

限
標

記
下

限
装

丁
目

次
用

箋
本

文
用

箋
（

副
本

の
場

合
）

備
考

文
部

省
　

官
立

学
務

局
及

諸
局

往
復

　
明

治
十

三
年

　
甲

 
A

30
正

本

文
部

省
官

立
学

務
局

往
復

　
明

治
十

三
年

分
／

文
部

省
往

復
　

明
治

十
三

年
分

　
届

伺
及

各
局

往
復

　〔
全

607
丁

〕

文
部

省
官

立
学

務
局

往
復

　
明

治
十

三
年

分〔
302

丁
〕

／
文

部
省

往
復

　
明

治
十

三
年

分
　

外
国

人
ノ

件
ニ

付
届

　
同

上
伺

　
同

上
官

立
学

務
局

往
復

　
同

上
諸

局
往

復
〔

305
丁

〕　〔
全

607
丁

〕

明
治

13
年

1
月

明
治

13
年

12
月

洋
装

本

東
京

大
学

法
学

部
理

学
部

文
学

部

背
表

紙
に

傷
み

あ
り

。

文
部

省
　

会
計

局
往

復
　

明
治

十
三

年
　

乙
 

A
31

正
本

文
部

省
会

計
局

往
復

　
明

治
十

三
年

分
　

甲
之

部
／

文
部

省
会

計
局

往
復

　
明

治
十

三
年

分
　

乙
之

部
　〔

全
523

丁
〕

文
部

省
会

計
局

往
復

　
明

治
十

三
年

分
　

甲
之

部
〔

261
丁

〕
／

文
部

省
会

計
局

往
復

　
明

治
十

三
年

分
　

乙
之

部
　

本
省

達
及

通
知

（
但

シ
会

計
ニ

関
セ

サ
ル

達
ハ

本
省

達
ノ

冊
ニ

ア
リ

）　
外

国
人

関
係

ノ
件

　
会

計
局

ヨ
リ

来
書

類
（

但
シ

答
書

之
レ

無
キ

分
）　

本
部

ヨ
リ

ノ
往

書
類

（
同

上
）〔

262
丁

〕　〔
全

523
丁

〕

明
治

13
年

1
月

明
治

13
年

12
月

洋
装

本

東
京

大
学

法
学

部
理

学
部

文
学

部

背
表

紙
が

本
体

か
ら

外
れ

か
け

て
い

る
。

文
部

省
達

　
同

往
復

　
同

届
伺

　
明

治
十

三
年

　
丙

 
 

A
32

正
本

文
部

省
達

　
明

治
十

三
年

分
／

文
部

省
往

復
　

文
部

省
宛

之
部

　
内

記
所

之
部

　
編

輯
局

之
部

　
報

告
局

之
部

　
博

覧
会

事
務

掛
之

部
／

文
部

省
届

伺
　

明
治

十
三

年
分

　
諸

員
進

退
及

増
給

届
　

諸
員

転
居

旅
行

等
届

　
毎

月
人

員
調

進
退

　
雑

事
諸

届
類

（
外

国
人

ノ
分

ハ
別

冊
ニ

ア
リ

）　
諸

伺
類（

右
ニ

同
シ

）　〔
全

544
丁

〕

文
部

省
達

　
明

治
十

三
年

分
　

本
部

諸
員

ノ
件

ニ
付

達
　

諸
官

諸
員

ノ
件

ニ
付

達
　

太
政

官
及

宮
内

省
ノ

達
　

雑
事

諸
達

（
但

会
計

ノ
件

ニ
付

テ
ノ

達
ハ

別
ニ

会
計

局
往

復
ノ

冊
ニ

ア
リ

）〔
115

丁
〕

／
文

部
省

往
復

　
文

部
省

宛
之

部
　

内
記

所
之

部
　

編
輯

局
之

部
　

報
告

局
之

部
　

博
覧

会
事

務
掛

之
部

〔
147

丁
〕

／
文

部
省

届
伺

　
明

治
十

三
年

分
　

諸
員

進
退

及
増

給
届

　
諸

員
転

居
旅

行
等

届
　

毎
月

人
員

調
進

退
　

雑
事

諸
届

類
（

外
国

人
ノ

分
ハ

別
冊

ニ
ア

リ
）　

諸
伺

類（
右

ニ
同

シ
）〔

282丁
〕

　〔
全

544
丁

〕

明
治

13
年

1
月

明
治

13
年

12
月

洋
装

本

東
京

大
学

法
学

部
理

学
部

文
学

部

明
治

十
三

年
分

　
文

部
省

往
復

　
 

 
A

33
番

号
38

副
本

〔
目

次
な

し
〕〔

全
185

丁
〕

裏
表

紙
が

は
ず

れ
て

い
る

。
裏

表
紙

の
内

側
右

下
に

㊞
の

よ
う

な
も

の
あ

り
。

表
表

紙
に

「
明

治
十

三
年

分
　

文
部

省
往

復
　

東
京

大
学

」（
墨

書
き

）
と

「
東

京
帝

国
大

学
庶

務
課

　
部

門
　

番
号

38」（
38

は
印

鑑
か

。
他

は
印

刷
）

の
ラ

ベ
ル

が
右

下
に

貼
っ

て
あ

る
。

タ
イ

ト
ル

の
「

京
」

は
口

の
ま

ん
な

か
に

「
一

」
が

あ
る

字
（

ケ
イ

）。
背

の
真

ん
中

に
鉛

筆
で

「
一

三
」

と
あ

り
。

背
の

下
方

に
「

東
京

大
学

庶
務

部
　

A
 33」

の
ラ

ベ
ル

が
貼

っ
て

あ
る

。
東

京
大

学
罫

紙
(茶

色
、

片
面

13
行

）。
明

治
13

年
度

分
。

文
部

省
五

年
報

内
記

所
よ

り
配

布
の

来
書

。〔
目

次
な

し
〕〔

全
185

丁
〕

明
治

13
年

1
月

明
治

14
年

6
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴

す
べ

て
東

京
大

学



三
九

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

表
２

　
文

部
省

往
復

に
お

け
る

副
本

調
査

表
題

新
制

大
学

東
京

大
学

庶
務

部
時

代
の

整
理

番
号

（
簿

冊
背

表
紙

ラ
ベ

ル
）

東
京

帝
国

大
学

庶
務

課
時

代
の

整
理

番
号

正
本

/
副

本
内

容
内

容
に

関
す

る
備

考
標

記
上

限
標

記
下

限
装

丁
目

次
用

箋
本

文
用

箋
（

副
本

の
場

合
）

備
考

文
部

省
往

復
　

明
治

十
四

年
分

四
冊

之
内

甲
号

A
34

正
本

達
（

太
政

官
之

部
　

宮
内

省
之

部
　

式
部

寮
之

部
　

文
部

卿
之

部
）　

伺
（

官
立

学
務

局
関

係
之

部
　

内
規

局
同

上
　

会
計

局
同

上
　

出
版

同
上

　
雑

事
之

部
）　

上
申

（
官

立
学

校
関

係
局

関
係

之
部

　
内

記
局

同
上

　
会

計
局

同
上

　
雑

事
之

部
）　

届
（

官
立

学
校

関
係

局
関

係
之

部
　

内
記

局
同

上
　

会
計

局
同

上
　

雑
事

之
部

）
　

進
達

書
類

　
雑

件
　〔

全
815

丁
〕

達
（

太
政

官
之

部
　

宮
内

省
之

部
　

式
部

寮
之

部
　

文
部

卿
之

部
）　

伺
（

官
立

学
務

局
関

係
之

部
　

内
規

局
同

上
　

会
計

局
同

上
　

出
版

同
上

　
雑

事
之

部
）　

上
申

（
官

立
学

校
関

係
局

関
係

之
部

　
内

記
局

同
上

　
会

計
局

同
上

　
雑

事
之

部
）　

届
（

官
立

学
校

関
係

局
関

係
之

部
　

内
記

局
同

上
　

会
計

局
同

上
　

雑
事

之
部

）　
進

達
書

類
　

雑
件

〔
全

815
丁

〕 
副

本
あ

り
(A

38)。

明
治

14
年

1
月

明
治

14
年

12
月

洋
装

本
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

明
治

十
四

年
分

四
冊

之
内

乙
号

A
35

正
本

官
立

学
務

局
　

地
方

学
務

局
　〔

全
679

丁
〕 

 

官
立

学
務

局
　

地
方

学
務

局
　〔

全
679

丁
〕。

副
本

あ
り

（
A

39）。 
明

治
14

年
1

月
明

治
14

年
12

月

洋
装

本
（

切
替

あ
り

）
東

京
大

学
表

表
紙

が
背

表
紙

か
ら

外
れ

て
い

る
。

文
部

省
往

復
　

明
治

十
四

年
分

四
冊

之
内

丙
号

A
36

正
本

内
記

局
　

報
告

局
　

編
輯

局
　〔

全
618

丁
〕

内
記

局
　

報
告

局
　

編
輯

局
　〔

全
618

丁
〕。

副
本

あ
り

（
A

40
の

1, A
40

の
2）。

明
治

14
年

1
月

明
治

14
年

12
月

洋
装

本
（

切
替

あ
り

）
東

京
大

学

副
本

あ
り

(A
41)。

「
副

書
」

を
17

年
7

月
24

日
に

作
成

と
あ

り
。

表
表

紙
が

背
表

紙
か

ら
外

れ
て

い
る

。

文
部

省
往

復
　

　
明

治
十

四
年

分
四

冊
之

内
丁

号
　

附
　

直
轄

会
院

学
校

等
A

37
正

本
会

計
局

　
直

轄
院

部
校

館
所

　〔
全

654
丁

〕

会
計

局
　

直
轄

院
部

校
館

所
(学

士
会

院
　

東
京

大
学

医
学

部
　

大
阪

中
学

校
　

東
京

外
国

語
学

校
　

東
京

師
範

学
校

　
東

京
女

子
師

範
学

校
　

東
京

職
工

学
校

　
東

京
図

書
館

　
教

育
博

物
館

　
体

操
伝

習
所

）。
副

本
あ

り
(A

41)。

明
治

14
年

1
月

明
治

14
年

12
月

洋
装

本
（

切
替

あ
り

）
東

京
大

学
表

表
紙

が
背

表
紙

か
ら

外
れ

て
い

る
。

文
部

省
往

復
　

明
治

十
四

年
分

四
冊

之
内

甲
号

A
38

副
本

  

本
簿

冊
は

、A
34（

全
815

丁
）の

全
副

本
。

達（
太

政
官

之
部

　
宮

内
省

之
部

　
式

部
寮

之
部

　
文

部
卿

之
部

）　
伺

（
官

立
学

務
局

関
係

之
部

　
内

規
局

同
上

　
会

計
局

同
上

　
出

版
同

上
　

雑
事

之
部

）　
上

申
（

官
立

学
校

関
係

局
関

係
之

部
　

内
記

局
同

上
　

会
計

局
同

上
　

雑
事

之
部

）　
届（

官
立

学
校

関
係

局
関

係
之

部
　

内
記

局
同

上
　

会
計

局
同

上
　

雑
事

之
部

）　
進

達
書

類
　

雑
件

　

明
治

14
年

1
月

明
治

14
年

12
月

板
目

紙
大

和
綴

東
京

大
学

東
京

大
学

文
部

省
往

復
　

明
治

十
四

年
分

四
冊

之
内

乙
号

A
39

副
本

本
簿

冊
は

、
A

35（
全

679
丁

分
）

の
全

副
本

。
官

立
学

務
局

　
地

方
学

務
局

 
 

官
立

学
務

局
　

地
方

学
務

局
　〔

全
679

丁
〕。

本
簿

冊
は

、『
文

部
省

往
復

　
明

治
十

四
年

分
四

冊
之

内
乙

号
』（

A
35）（

全
679

丁
）

の
全

副
本

。 
 

明
治

14
年

1
月

明
治

14
年

12
月

板
目

紙
大

和
綴

東
京

大
学

東
京

大
学



四
〇

表
２

　
文

部
省

往
復

に
お

け
る

副
本

調
査

表
題

新
制

大
学

東
京

大
学

庶
務

部
時

代
の

整
理

番
号

（
簿

冊
背

表
紙

ラ
ベ

ル
）

東
京

帝
国

大
学

庶
務

課
時

代
の

整
理

番
号

正
本

/
副

本
内

容
内

容
に

関
す

る
備

考
標

記
上

限
標

記
下

限
装

丁
目

次
用

箋
本

文
用

箋
（

副
本

の
場

合
）

備
考

明
治

十
四

年
分

　
文

部
省

往
復

　
 

丙
号

之
一

　
A

40
の

1
副

本
内

記
局

　
報

告
局

　
編

輯
局

　
A

36〔
全

618
丁

分
〕

の
副

本
。

『
文

部
省

往
復

　
明

治
十

四
年

分
四

冊
之

内
丙

号
』

（
A

36）〔
全

618
丁

〕
の

副
本

１
～

387
丁

ま
で

の
副

本
、

2
冊

の
内

の
1

冊
目

。
内

記
局

の
途

中
ま

で
を

収
め

る
。

明
治

14
年

1
月

明
治

14
年

12
月

板
目

紙
大

和
綴

東
京

大
学

東
京

大
学

「
副

書
」

17
年

作
成

。
139

～
文

部
省

の
事

務
掌

理

明
治

十
四

年
分

　
文

部
省

往
復

　
 

丙
号

之
二

　
A

40
の

2
副

本

『
文

部
省

往
復

　
明

治
十

四
年

分
四

冊
之

内
丙

号
』

（
A

36）
の

副
本

、
2

冊
の

内
の

2
冊

目
。

A
36

の
388

～
618

丁
を

収
め

る
。

内
記

局
の

後
半

　
報

告
局

　
編

輯
局

。
　

明
治

14
年

2
月

明
治

14
年

12
月

板
目

紙
大

和
綴

東
京

大
学

明
治

十
四

年
　

往
復

簿
　

丁
一

　
A

41
副

本

会
計

局
　

直
轄

院
部

校
館

所

〔
会

計
局

の
前

半
を

収
め

る
〕『

文
部

省
往

復
　

附
　

直
轄

会
院

学
校

等
　

明
治

十
四

年
分

四
冊

之
内

丁
号

』〔
全

654
丁

〕（
A

37）
の

副
本

、
3

冊
の

内
の

1
冊

目
。

A
37

の
1

～
226

丁
ま

で
）

を
書

写
。〔

226
丁

分
〕

明
治

14
年

1
月

明
治

14
年

12
月

板
目

紙
大

和
綴

東
京

大
学

東
京

大
学

「
副

書
」

17
年

作
成

明
治

十
四

年
　

往
復

簿
　

丁
二

副
本

〔
前

の
簿

冊
の

つ
づ

き
。

会
計

局
　

直
轄

院
部

校
館

所
〕　『

文
部

省
往

復
　

附
　

直
轄

会
院

学
校

等
　

明
治

十
四

年
分

四
冊

之
内

丁
号

』（
A

37）
の

副
本

、
3

冊
の

内
の

2
冊

目
。

A
37

の
227

～
548

丁
ま

で
を

書
写

。〔
322

丁
分

〕

明
治

14
年

1
月

明
治

14
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学
倉

庫
よ

り
　

黴

明
治

十
四

年
　

往
復

簿
　

丁
三

番
号

11
副

本

〔〔
前

の
簿

冊
の

つ
づ

き
。

直
轄

院
部

校
館

所
〕　

『
文

部
省

往
復

　
　

明
治

十
四

年
分

四
冊

之
内

丁
号

　
附

　
直

轄
会

院
学

校
等

』（
A

37）
の

副
本

、
3

冊
の

内
の

3
冊

目
。

　「
直

轄
院

部
校

館
所

」
の

549
～

654
丁

ま
で

書
写

。〔
106

丁
分

〕　

明
治

14
年

1
月

明
治

14
年

12
月

洋
装

本
（

板
目

紙
製

を
灰

色
表

紙
製

本
）

東
京

大
学

明
治

十
四

年
分

　
文

部
省

往
復

　
　

A
42

番
号

43
副

本
目

次
な

し
〔

全
148

丁
〕

目
次

な
し

〔
全

148
丁

〕。『
文

部
省

往
復

　
明

治
十

四
年

分
四

冊
之

内
丙

号
』（

A
36）

の
「

本
部

及
び

予
備

門
12

月
分

人
員

調
ノ

件
」（

370
～

387
丁

）
を

含
む

。
明

治
14

年
7

月
9

日
付

学
位

授
与

人
名

一
覧

あ
り

。

明
治

13
年

12
月

明
治

14
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学

文
部

省
往

復
簿

  明
治

十
四

年
度

　
 

東
京

大
学

　
A

43
副

本
目

次
な

し
〔

全
380

丁
〕

目
次

な
し

〔
全

380
丁

〕。『
文

部
省

往
復

　
附

　
直

轄
会

院
学

校
等

　
明

治
十

四
年

分
四

冊
之

内
丁

号
』（

A
37）

で
は

な
い

。
401

～
821

丁
。

明
治

14
年

8
月

明
治

14
年

12
月

板
目

紙
大

和
綴

東
京

大
学

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

乙
号

A
44

正
本

進
達

書
類

〔
全

660
丁

〕
進

達
書

類
〔

全
660

丁
〕。

副
本

あ
り

（
A

54, 58
～

59）。『
文

部
省

往
復

　
明

治
十

五
年

分
五

冊
之

内
甲

号
』

は
欠

。

明
治

14
年

9
月

明
治

15
年

12
月

洋
装

本
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丙
号

A
45

正
本

専
門

学
務

局
　

普
通

学
務

局
　

編
輯

局
　

報
告

局
　

　〔
全

768
丁

〕　

専
門

学
務

局
　

普
通

学
務

局
　

編
輯

局
　

報
告

局
　

　〔
全

768
丁

〕　
副

本
あ

り
（

A
55, A

56, 
A

52, A
57）

明
治

14
年

12
月

明
治

15
年

12
月

洋
装

本
東

京
大

学



四
一

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

表
２

　
文

部
省

往
復

に
お

け
る

副
本

調
査

表
題

新
制

大
学

東
京

大
学

庶
務

部
時

代
の

整
理

番
号

（
簿

冊
背

表
紙

ラ
ベ

ル
）

東
京

帝
国

大
学

庶
務

課
時

代
の

整
理

番
号

正
本

/
副

本
内

容
内

容
に

関
す

る
備

考
標

記
上

限
標

記
下

限
装

丁
目

次
用

箋
本

文
用

箋
（

副
本

の
場

合
）

備
考

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丁
号

A
46

正
本

会
計

局
　

庶
務

局
　

内
記

課
　

褒
章

課
　〔

全
801

丁
〕

会
計

局
　

庶
務

局
　

内
記

課
　

褒
章

課
　〔

全
801

丁
〕　

副
本

あ
り

（
A

61, 62, 63）
明

治
15

年
1

月
明

治
15

年
12

月
洋

装
本

東
京

大
学

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

　
戊

号
A

47
正

本
職

務
ニ

関
ス

ル
書

類
　

学
位

授
与

式
ニ

関
ス

ル
書

類
　〔

全
878

丁
〕　

職
務

ニ
関

ス
ル

書
類

　
学

位
授

与
式

ニ
関

ス
ル

書
類

　
但

本
件

ニ
関

ス
ル

諸
向

往
復

及
校

内
達

書
通

知
等

合
編

　〔
全

878
丁

〕　
副

本
あ

り
（

A
64, 

A
53, A

65)

明
治

15
年

1
月

明
治

15
年

12
月

洋
装

本
東

京
大

学

背
表

紙
と

表
表

紙
が

本
体

か
ら

外
れ

て
い

る
。

本
体

も
綴

じ
が

外
れ

て
い

る
。取

扱
要

注
意

。

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
　

甲
一

　
　

A
48

番
号

50
副

本

達
　

准
允

　
伺

　
上

申
　

届
　

　

達
　

准
允

　
伺

　
上

申
　

届
　

　
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

　
甲

号
』

（
元

本
欠

）
の

副
本

、
4

冊
の

内
の

1
冊

。「
達

」
全

部
と

「
准

允
」

の
前

半
、

元
本

の
1

～
181

丁
ま

で
を

筆
写

。〔
全

178
丁

〕

明
治

14
年

11
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
　

甲
二

　
A

49
番

号
51

副
本

上
の

簿
冊

の
つ

づ
き

。『
文

部
省

往
復

　
明

治
十

五
年

分
五

冊
之

内
甲

号
』

の
副

本
、

4
冊

の
内

の
2

冊
目

。「
准

允
」

の
後

半
と

、「
伺

」
の

前
半

に
当

た
る

。
元

本
の

182
～

346
丁

を
筆

写
。〔

全
143

丁
〕

明
治

15
年

1
月

明
治

15
年

3
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
　

甲
三

　
A

50
番

号
52

副
本

上
の

簿
冊

の
つ

づ
き

。『
文

部
省

往
復

　
明

治
十

五
年

分
五

冊
之

内
甲

号
』

の
副

本
、

4
冊

の
内

の
3

冊
目

。「
伺

」
の

後
半

と
「

上
申

」
の

前
半

に
当

た
る

。
元

本
の

347
～

552
丁

を
筆

写
。

　

明
治

15
年

1
月

明
治

15
年

10
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
　

甲
四

　
A

51
番

号
53

副
本

上
の

簿
冊

の
つ

づ
き

。『
文

部
省

往
復

　
明

治
十

五
年

分
五

冊
之

内
甲

号
』

の
副

本
、

4
冊

の
内

の
4

冊
目

。「
上

申
」

の
後

半
と

、「
届

」
全

部
に

当
た

る
。

元
本

の
554

～
701

丁
止

ま
で

を
筆

写
。

明
治

14
年

9
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学



四
二

表
２

　
文

部
省

往
復

に
お

け
る

副
本

調
査

表
題

新
制

大
学

東
京

大
学

庶
務

部
時

代
の

整
理

番
号

（
簿

冊
背

表
紙

ラ
ベ

ル
）

東
京

帝
国

大
学

庶
務

課
時

代
の

整
理

番
号

正
本

/
副

本
内

容
内

容
に

関
す

る
備

考
標

記
上

限
標

記
下

限
装

丁
目

次
用

箋
本

文
用

箋
（

副
本

の
場

合
）

備
考

文
部

省
往

復
　

乙
号

之
一

　
明

治
十

五
年

分
　

東
京

帝
国

大
学

A
54

番
号

54
副

本

「
A

44」〔
全

660
丁

分
〕

の
副

本
。

進
達

書
類

進
達

書
類

。
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

乙
号

』〔
全

660
丁

〕（
A

44)
の

副
本

、
4

冊
の

内
の

1
冊

目
。

A
44

の
1

～
91

丁
の

部
分

を
89

丁
分

に
書

写
。〔

全
89

丁
〕

明
治

15
年

1
月

明
治

15
年

3
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

乙
号

之
二

　
明

治
十

五
年

分
　

　
東

京
帝

国
大

学
A

58
番

号
55

副
本

進
達

書
類

。
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

乙
号

』〔
全

660
丁

〕（
A

44)
の

副
本

、
4

冊
の

内
の

2
冊

目
。

A
44

の
92

～
292丁

の
部

分
を

194丁
分

に
書

写
。〔

全
194丁

〕

明
治

15
年

4
月

明
治

15
年

10
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

乙
号

之
三

　
明

治
十

五
年

分
　

東
京

帝
国

大
学

A
59

番
号

56
副

本

進
達

書
類

。
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

乙
号

』〔
全

660
丁

〕（
A

44)
の

副
本

、
4

冊
の

内
の

3
冊

目
。

A
44

の
293

～
457丁

の
部

分
を

152丁
分

に
書

写
。〔

全
152丁

〕

明
治

15
年

1
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

乙
号

之
四

　
明

治
十

五
年

分
　

東
京

帝
国

大
学

A
60

番
号

57
副

本

進
達

書
類

。
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

乙
号

』〔
全

660
丁

〕（
A

44)
の

副
本

、
4

冊
の

内
の

4
冊

目
。

A
44

の
458

～
661

止
丁

の
部

分
を

185
丁

分
に

書
写

。〔
全

185
丁

〕

明
治

14
年

9
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴

東
京

帝
国

大
学

東
京

大
学

。
文

部
省

（
文

部
省

提
出

用
の

紙
。

提
出

し
た

も
の

の
写

し
を

文
部

省
罫

紙
に

書
写

し
た

。）



四
三

「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

表
２

　
文

部
省

往
復

に
お

け
る

副
本

調
査

表
題

新
制

大
学

東
京

大
学

庶
務

部
時

代
の

整
理

番
号

（
簿

冊
背

表
紙

ラ
ベ

ル
）

東
京

帝
国

大
学

庶
務

課
時

代
の

整
理

番
号

正
本

/
副

本
内

容
内

容
に

関
す

る
備

考
標

記
上

限
標

記
下

限
装

丁
目

次
用

箋
本

文
用

箋
（

副
本

の
場

合
）

備
考

文
部

往
復

 十
五

年
分

五
冊

之
内

丙
　

第
二

　
東

京
大

学
A

55
番

号
64

副
本

専
門

学
務

局
　

普
通

学
務

局
　

編
輯

局
　

報
告

局
　

　

〔
専

門
学

務
局

〕〔
全

108
丁

〕。
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丙
号

』〔
全

768
丁

〕（
A

45）
の

副
本

、
5

冊
の

内
の

2
冊

目
。

1
冊

目
は

欠
。

目
次

の
内

、「
専

門
学

務
局

」
に

当
た

る
。

A
45

の
108

～
236

丁
（

129
丁

分
）

ま
で

を
108

丁
分

に
書

写
。〔

全
108

丁
〕　

タ
イ

ト
ル

は
、〔

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丙
　

二
〕

と
な

る
と

こ
ろ

で
あ

ろ
う

明
治

15
年

4
月

明
治

15
年

8
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学

文
部

往
復

 十
五

年
分

五
冊

之
内

丙
　

第
三

　
東

京
大

学
A

56
番

号
65

副
本

〔
専

門
学

務
局

〕〔
全

94
丁

〕。
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丙
号

』〔
全

768
丁

〕（
A

45）
の

副
本

、
5

冊
の

内
の

3
冊

目
。

目
次

の
内

、「
専

門
学

務
局

」
に

当
た

る
。

A
45

の
237

～
356

丁
（

120
丁

分
）

ま
で

を
94

丁
分

に
書

写
。〔

全
94

丁
〕　

タ
イ

ト
ル

は
、〔

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丙
　

三
〕

と
な

る
と

こ
ろ

で
あ

ろ
う

明
治

15
年

7
月

明
治

15
年

11
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

甲
　

三
〔

正
し

く
は

、
文

部
省

往
復

　
明

治
十

五
年

分
五

冊
之

内
丙

　
四

　
と

な
る

と
こ

ろ
で

あ
ろ

う
〕

A
52

番
号

66
副

本

〔
専

門
学

務
局

〕〔
全

182
丁

〕。
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丙
号

』〔
全

768
丁

〕（
A

45）
の

副
本

、
5

冊
の

内
の

4
冊

目
。

目
次

の
内

、「
専

門
学

務
局

」
に

当
た

る
。

A
45

の
357

～
557

丁
（

201
丁

分
）

ま
で

を
182

丁
分

に
書

写
。〔

全
182

丁
〕　

タ
イ

ト
ル

は
、「

文
部

省
往

復
　

甲
　

三
」〔「

甲
」

の
み

鉛
筆

書
き

。
他

は
墨

書
〕

と
あ

る
の

は
誤

記
か

。「
文

部
省

往
復

　
明

治
十

五
年

分
五

冊
之

内
丙

　
四

」
と

な
る

と
こ

ろ
で

あ
ろ

う

明
治

14
年

12
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学

文
部

往
復

　
十

五
年

分
五

冊
之

内
丙

A
57

番
号

67
副

本

〔
専

門
学

務
局

　
普

通
学

務
局

　
編

輯
局

　
報

告
局

〕〔
全

159
丁

〕。
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丙
号

』〔
全

768
丁

〕
（

A
45）

の
副

本
、

5
冊

の
内

の
5

冊
目

。
目

次
の

内
、「

専
門

学
務

局
　

普
通

学
務

局
　

編
輯

局
　

報
告

局
」に

当
た

る
。

A
45

の
558

～
768

丁（
210

丁
分

）
ま

で
を

159
丁

分
に

書
写

。〔
全

159
丁

〕
　

757
丁

の
後

に
、「

文
部

省
往

復
　

十
五

年
分

五
冊

之
内

　
丙

号
」

と
「

荘
田

」
の

筆
の

内
表

紙
が

綴
じ

こ
ま

れ
て

い
る

。
外

題
に

は
朱

書
き

で「
四

」
と

あ
る

が
、

内
容

か
ら

、
タ

イ
ト

ル
は

、〔
文

部
省

往
復

　
明

治
十

五
年

分
五

冊
之

内
丙

　
五

〕
と

な
る

べ
き

と
こ

ろ
で

あ
ろ

う

明
治

15
年

1
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学



四
四

表
２

　
文

部
省

往
復

に
お

け
る

副
本

調
査

表
題

新
制

大
学

東
京

大
学

庶
務

部
時

代
の

整
理

番
号

（
簿

冊
背

表
紙

ラ
ベ

ル
）

東
京

帝
国

大
学

庶
務

課
時

代
の

整
理

番
号

正
本

/
副

本
内

容
内

容
に

関
す

る
備

考
標

記
上

限
標

記
下

限
装

丁
目

次
用

箋
本

文
用

箋
（

副
本

の
場

合
）

備
考

文
部

省
往

復
　

丁
ノ

一
　

明
治

十
五

年
分

　
東

京
帝

国
大

学
A

61
〔

番
号

58
推

定
〕

副
本

「
A

46」（
全

801
丁

分
）

の
副

本
。 

会
計

局
　

庶
務

局
　

内
記

局
　

褒
賞

課
 

会
計

局
　

庶
務

局
　

内
記

課
　

褒
章

課
　

　
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丁
号

』〔
全

801
丁

〕（
A

46）
の

副
本

、
3

冊
の

内
の

1
冊

目
。

目
次

の
内

、「
会

計
局

」
の

全
部

と
、「

庶
務

局
」

の
前

半
部

分
に

当
た

る
。

A
46

の
1

～
366

丁
（

366
丁

分
）

の
部

分
を

288
丁

分
に

書
写

。〔
全

288
丁

〕

明
治

15
年

1
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

丁
号

ノ
二

　
明

治
十

五
年

分
　

東
京

帝
国

大
学

　
A

62
番

号
59

副
本

〔
庶

務
局

〕
上

の
つ

づ
き

。
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丁
号

』〔
全

801
丁

〕（
A

46）
の

副
本

、
3

冊
の

内
の

2
冊

目
。

目
次

の
内

、「
庶

務
局

」
の

真
ん

中
部

分
に

当
た

る
。

A
46

の
367

～
647

丁
（

281
丁

分
）

を
254

丁
分

に
書

写
。〔

全
254

丁
〕

明
治

15
年

5
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学

明
治

十
五

年
分

　
文

部
省

往
復

　
丁

号
ノ

三
　

　
明

治
十

五
年

分
　

東
京

帝
国

大
学

　
A

63
番

号
60

副
本

〔
庶

務
局

　
内

記
局

　
褒

賞
課

〕
上

の
つ

づ
き

。
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

丁
号

』〔
全

801
丁

〕（
A

46）
の

副
本

、
3

冊
の

内
の

3
冊

目
。

目
次

の
内

、「
庶

務
局

」
の

最
後

の
方

と
、「

内
記

局
」「

褒
賞

課
」

に
当

た
る

。
A

46
の

648
～

801
丁

（
154

丁
分

）
を

131
丁

分
に

書
写

。
154

丁
分

を
収

め
る

。〔
全

131
丁

〕

明
治

15
年

3
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学



四
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「
東
京
大
学
史
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

表
２

　
文

部
省

往
復

に
お

け
る

副
本

調
査

表
題

新
制

大
学

東
京

大
学

庶
務

部
時

代
の

整
理

番
号

（
簿

冊
背

表
紙

ラ
ベ

ル
）

東
京

帝
国

大
学

庶
務

課
時

代
の

整
理

番
号

正
本

/
副

本
内

容
内

容
に

関
す

る
備

考
標

記
上

限
標

記
下

限
装

丁
目

次
用

箋
本

文
用

箋
（

副
本

の
場

合
）

備
考

文
部

省
往

復
　

十
五

年
分

五
冊

之
内

戌
号

　
東

京
大

学
A

64
番

号
61

副
本

「
A

47」（
全

878
丁

分
）

の
副

本
。 

職
務

ニ
関

ス
ル

書
類

　
学

位
授

与
式

ニ
関

ス
ル

書
類

 
職

務
ニ

関
ス

ル
書

類
 

職
務

ニ
関

ス
ル

書
類

　
学

位
授

与
式

ニ
関

ス
ル

書
類

　
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

戊
号

』〔
全

878
丁

〕（
A

47）の
副

本
、

3
冊

の
内

の
1

冊
目

。
目

次
の

内
、「

職
務

ニ
関

ス
ル

書
類

」
の

前
半

に
当

た
る

。
A

47
の

1
～

196
丁

（
194

丁
分

）
ま

で
を

152
丁

分
に

書
写

。〔
全

152
丁

〕。
内

容
か

ら
、

タ
イ

ト
ル

は
、「

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

ノ
内

戊
号

　〔
一

〕」
と

な
る

と
こ

ろ
で

あ
ろ

う

明
治

15
年

1
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
度

　
二

　
東

京
大

学
　〔

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

ノ
内

戊
号

　
二

〕　
A

53
〔

番
号

62
推

定
〕

副
本

職
務

ニ
関

ス
ル

書
類

　
学

位
授

与
式

ニ
関

ス
ル

書
類

　
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

戊
号

』〔
全

878
丁

〕（
A

47）
の

副
本

、
3

冊
の

内
の

2
冊

目
。

目
次

の
内

、「
職

務
ニ

関
ス

ル
書

類
」

の
後

半
と

、「
学

位
授

与
式

ニ
関

ス
ル

書
類

」
の

前
半

に
当

た
る

。
A

47
の

197
～

644
丁

ま
で

を
本

簿
冊

411
丁

分
に

書
写

。〔
全

411
丁

〕　
タ

イ
ト

ル
は

、〔
文

部
省

往
復

　
明

治
十

五
年

分
五

冊
ノ

内
戊

号
　

二
〕

と
な

る
べ

き
と

こ
ろ

で
あ

ろ
う

明
治

15
年

1
月

明
治

15
年

12
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学

文
部

省
往

復
　

戊
号

　
東

京
大

学
　

〔
文

部
省

往
復

　
明

治
十

五
年

分
五

冊
ノ

内
戊

号
三

〕　
A

65
番

号
63

副
本

職
務

ニ
関

ス
ル

書
類

　
学

位
授

与
式

ニ
関

ス
ル

書
類

　
本

簿
冊

は
、『

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

之
内

戊
号

』〔
全

878
丁

〕（
A

47）
の

副
本

、
3

冊
の

内
の

3
冊

目
。

目
次

の
内

、「
学

位
授

与
式

ニ
関

ス
ル

書
類

」
の

後
半

に
当

た
る

。
A

47
の

654
～

876
丁

（
223

丁
分

）
ま

で
を

178
丁

分
に

書
写

。
A

47
の

645
～

649
丁（

仏
語

名
簿

）
は

省
略

し
た

模
様

。〔
全

178丁
〕　

。表
題

は
、〔

文
部

省
往

復
　

明
治

十
五

年
分

五
冊

ノ
内

戊
号

三
〕

と
な

ろ
う

。

明
治

15
年

6
月

明
治

15
年

10
月

板
目

紙
四

ツ
目

綴
東

京
大

学


